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『海中占』の輯佚
前
　
原
　
あやの
はじめに
　
本稿は、天文占術書である『海中占』の佚文を収集、整理した
ものである。中国古代には複数の占星術書が存在したが、ほとんどが現存せず、それらの内容を知るためには『開元占経』など占辞を収載した文献によって佚文を見るほかない。 『海中占 は『開元占経』 、 『観象玩占』 、 『天文要録』に佚文が多く収録されるものの、他の文献ではわずかに引用される程度である。　『海中占』の著者名は多くの場合記述されないが、 『天文要録』巻一には「海中占廿巻
　
道仙撰」とある。道仙については『続高僧
伝』巻二十五に「隋蜀部灌口竹林寺釈道仙伝二十二」があり、僧侶として紹介されるが、実際にこの人物が『海 占』を著わしたかどうかは不明である。成書年代 ついても詳しいことはわからない。　
筆者はこれまで後漢の張衡『霊憲』の天文思想を検討してきた
が、 『霊憲』の「海人之占未存焉
（（
（
」 （海人の占未だ焉に存せず（と
いう記述に関しては『 中占』や『海中星占験』など、 『漢書』芸文志や『隋書』経籍志に見られる文献と関係があるという指摘がある
（（
（
。しかしそのほとんどは、内容の検討を行なっているわけで
はない。そこで佚文が多く残る『海中占』の内容を整理す ことで、 『霊憲』 の記述の意味す ところを検討しようと考えたのであ
る
（（
（
。
　『海中占』の輯本はこれまでに、新見寛編、鈴木隆一補『本邦残存典籍による輯佚資料集成
　
続
（（
（
』に『天文要録』と『天地瑞祥志』
所載の佚文を収集したものがある。しかし、他 文献も含めて整理した輯本はこれまでになく、 『海中占 の全体像を検討できる状況ではなかった。佚文を収集、整理することで、 『海中占』の全体像を把握しようというのが本稿の目的であ 。〔凡例〕一、各佚文は、 「海中占曰」 、あるいは「海中曰」として引用され
七四
た佚文を挙げた。また、 「海中占曰」という引用の後、 「一曰」 、「又曰」と続く引用も含めた。ただし、 「一曰」 、 「又曰」に続く引用は、必ずしも『海中占』からの引用とは特定し難いも もある。そこで本稿では、 「一曰」 、 「又曰」に続く引用は、それと分かるように「一曰」 、 「又曰」 、あるいは「 （一曰（
」 、 「 （又曰（
」
と明記した。
一、原文は可能な限り正字体を用いた。一、各佚文は、佚文が最も多く引用され、現在最も用いられるこ
との多い『開元占経』の 順に基づいて配列した。具体的には、日→月→五星（歳星、熒惑、填星、太白 辰星（→二十八宿→石氏中官→石氏外官→甘氏中官→甘氏外官→巫咸中外官→流星→雑星→客星 妖星→彗星→風、雨、雲気などの順であるそのため、 『開元占経』以 の文献の佚文は必ずしも引用された順には配列していない。また、 『開元占経』で 月蝕 に関連する占辞を、本稿での「月占三」と「月 六」 二カ所で引用しており、分類が不十分である しかし、これらはあえてそのままの順序で引用した。
一、各項目ごとに、 『開元占経』 、 『観象玩占』 、 『天文要録』 、その
他の文献の順で関連する佚文を配列する。 『開元占経』の佚文には順に
（、
（、
（、…と、 『観象玩占』の佚文には①、②、③…
と、 『天文要録』の佚文には⑴、⑵、⑶…とそれぞれ順に番号を付した。また、その他 文献 冒頭に「・」を付け区別する。
一、それぞれの底本や参照テキストは次の通りである。　　　
『開元占経
（（
（
』 …唐・瞿曇悉達撰。
　　 　　　　
（底本（四庫全書文淵閣本他に次の二本と校勘を行ない、文字の異同を注に記す。　　　
恒徳堂刊本（関西大学図書館内藤文庫蔵（
…「恒
本」と略称する
　　　
大徳堂本（ 『中国科学技術典籍通彙』第五冊所収（
…「大本」と略称する
　　　
『観象玩占
（（
（
』 …
 著者未詳。清華大学図書館蔵明抄本（ 『続修四庫全書』子部術数類
1049所収（
　　　
『天問要録』 …唐・李鳳撰。
　　 　　　　
（底本（京都大学人文科学研究所所蔵本京都大学人文科学研究所所蔵抄本は前田尊経閣文庫本の転写本であるため、前田尊経閣文庫蔵本との比較を行ない、誤字などがあれば適宜修正した。
　　　
『後漢書』天文志…南朝梁・劉昭の注。中華書局校訂本
　　
『天地瑞祥志 …唐・薩守真撰。京都大学人文科学研究所所
蔵本
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『乙巳占』 …唐・李淳風撰。
（底本（
陸心源校刊十萬巻樓叢書本 （百部叢書
集成所収（適宜、次のテキストと交合した。天津図書館蔵清抄本 （ 『続修四庫全書』 子部術数類
1049所収（
…「天本」と略称する
　　　
『宋史』天文志…元・脱脱撰。中華書局校訂本
　　
『武備志』 …明
 ・茅元儀輯。北京図書 明天啓刻本（ 『庫禁燬書叢刊』子部
（（所収（
　　　
『韜略世法』 …明・著者不詳。明崇禎刻本。
　　
『管蠡匯占』 …
 清・周人甲撰。清道光刻本（ 『四庫未収書輯刊』肆輯
（7所収（
　　
また、各々の佚文の末尾に［
　
］で出典の巻数を付した。
一、 『天文要録』巻十には、 「右十六牒殷巫咸齊甘徳海中占」 「右十
二牒周應邵海中占」 「右十一牒春秋緯海中占」 「右十六牒魏石申海中占」という分類で占辞が引用されるが、 『海中占』の佚文であるか否かは判断できないため、本稿では取り上げなかった。
一、紙面の都合により原注は省略した。また 又曰」や「一曰」
などの異同、省略については注記しなかった箇所がある。
一、基本的に佚文は、 「海中占曰」→天文現象→占辞という構成で
あるが、 『観象玩占』を中心に、天文現象→「海中占曰」→占辞の順序で引用される場合がある（例： 『観象玩占』巻三「月與熒
惑合、其宿國主死。海中占曰、其國不可以爲貴人傷有内兵」
（。
その場 は、 「天文現象……占辞」の形で引用した（例： 「月與熒惑合……其國不可以爲貴人傷有内兵」
（。
一、区切りは、底本で改行されている箇所、空格、あるいは別の
文献の引用の直前までとした。そのため、一つの佚文に複数の占辞が含まれているものもある。
一、星座名は□で囲み、区別しやすくした。一、別体字、あるいは同じ意味を有すると判断でき、繰り返し現
出する文字の異同については、個々に注記 ないこととする。別体字以外で注記を省略する文字は次の通り。
　　　　　
・鬬と鬥
　　　　
・五穀と五谷
　　　
・衆と聚
　　
・飢と饑
　　
・傍と旁
　　　　　
・蝕と食
　　
・喜と憙
　　
・蟲と虫
　　
・鈎と勾
　　
・糧と粮
　　
・於と于
　　
・原と源
　　
・牀と床
　　
・
 惑星の名称（歳星と木（星（
、熒惑と火（星（
、塡星
と鎭星と土（星
、太白と金（星（
、辰星と水（星（ （
一、複数の文献の佚文に類似の記述が見られる場合（同じ引用と
判断できる場合（
は、佚文を並べた上でそれぞれ傍線を付した。
一、複数の分類にまたがる は、原則として先の分類の方で取
り上げた。
一、明らかに孫引きであると分か 引用 取り上げなかった。
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（例：陳喬樅『詩緯集証』巻一「案占經歳星占引海中占曰…」など（
〔本文〕地占
（　
主好聽
ａ
讒言、廢置大臣、女子爲政、刑法誅殺、不以道理、則
地坼
ｂ
。［巻
（］
①
　
主信讒、女子爲政、刑殺不當、則地拆。
［巻
（9］
ａ
 大本は「听」に作る。 （一字の文字の異同について
は元の字を明記しないこととする。以下同様
（　
ｂ
 大
本は「折」に作る。
日占
（　
日鬬月蝕、主病脹
ａ
、偏枯口舌、咽喉心腹
ｂ
。 ［巻
（］
（　
日蝕
－心
－度ｃ
、兵喪竝發、王者以赦除咎。 ［巻
（0］
（　
日蝕
－軫
－、王侯夀絶、王者以赦除咎則安。一曰、其國有憂、必
有喪事。 ［巻
（0］
②
　
日在
－軫
－食……侯王將相有殃。 ［巻
（9］
ａ
 恒本は「眼」に作る。
　
ｂ
 この一文、大本には引用
なし。
　
ｃ「日蝕心度」は大本にはなく「日在心蝕」に
引用される。
月占一
（　
月生爪牙、人主偏
ａ
、左右遇
ｂ
賊、有刺客、各在中分。 ［巻
（（］
（　
月大而體小者 旱。有氣色非常、皆爲皇后
ｃ
陰謀事。 ［巻
（（］
7　
月出復沒、天下亂
ｄ
。 ［巻
（（］
8　
月生正偃、天下有兵
ｅ
合、
ｆ
無兵主人凶。 ［巻
（（］
9　
月兩弦中間、月光盛而衆多。或二三、或四五、及至十月竝見、皆爲天下分裂、天子失政、政在諸侯自立
ｇ
。 ［巻
（（］
⑴
　
月生五日蝕、將軍背君命、大戰流血、 大負失宮。 ［巻
（］
⑵
　
月四日中、陽國失地、臣殺其君爲王、不出三年。 ［巻
（］
⑶
　
月生三日而覆中衝、有土之君憂。 ［巻
（］
⑷
　
月生於左右、蔵馬而五色雲覆於四面、兩國 盡奔來大戰、主人負、客勝。 ［巻
（］
⑸
　
月生經四辰、其色白黑、亭薄、乍天下淫亂興。 ［巻
（］
ａ
 大体は「備」に作る。
　
ｂ
 大本は「愚」に作る。
　
ｃ

恒本は「皇后」の後に「有」の字あり。
　
ｄ
 大本では
この後 「月入八日北向陰國亡地」 「月不尽八日南向陽國失地」とあり。
　
ｅ「兵」 、大本は「兵兵」に作る。
　
ｆ
「合」 、大本は「合則」に作る。
　
ｇ
 大本ではこの後「爲
君諸月旁氣皆與日占大同」とあり。
月占二
―
月與五星
（0　
月與歳星同光、即有飢
ａ
亡。 ［巻
（（］
『海中占』の輯佚
七七
ａ
 大本は「蝕」に作る。
（（　
月與熒惑合、其國太
ａ
子死、貴人復傷、凶。不可有爲、若
ｂ
有内
兵。 ［巻
（（］
③
　
月與熒惑合……其國不可以爲、貴人傷、有内兵。
［巻
（］
④
　
月掩熒或……其國人傷、 起兵。 ［巻
（］
・
　
月與熒惑合、其宿同亂起兵。 ［ 『韜略世法』巻上
ｃ
］
ａ
 大本は「天」に作る。
　
ｂ
 大本は「君」に作る。
　
ｃ
「熒惑八月中有兵以戰不勝」の注として引用。
⑹
　
月犯蝕塡星、下賤陵上、期六十日。 ［巻
（］
⑺
　
月奄犯塡星在
－軫宿
－、其國有喪。 ［巻
（］
（（　
太白出月右、陰國有謀。出左、陽國有謀。月挟太白、諸侯將相謀不軌
ａ
。太白出月下、芒相燿、君死、民飢。 ［巻
（（］
⑤
　
太白出月右、陰國有謀、出月左 陽國有謀。 扶太白、諸侯將相不侵。
［巻
（］
ａ
 大本は「親」に作る。
（（　
月與辰星相遇、所合宿雨水、敗
ａ
。 ［巻
（（］
⑻
　
月犯辰星、其國有擾、兵起、 出三年［巻
（］
⑼
　
月犯蝕辰星暈 臣試主天下大戰 分亡失 。 ［巻
（］
ａ「雨水敗」 、恒本は「大水災」に作る。
（（　
月貫五星、天子坐
ａ
之。 ［巻
（（］
⑽
　
五星入月中、而出其君死、不出君臣死、大將相攻撃。若月貫五星、天子以生發死。若月蝕犯列星、其國亡、兵起、諸侯多被兵殃、天下民人憂。若列星貫月 陰國可伐、不出三年 其國内亂、大將死。若星入月中、其國君有憂、臣勝其君 令不行。 ［巻
（］
ａ
 大本は「惡」に作る。
（（　
歳星蝕月、有大喪、女主死 臣弑君、易位
ａ
。 ［巻
（（］
ａ「君易位」 、大本は「其君而易主」に作る。
（（　
熒惑入月中、臣以戰不勝、内臣
ａ
死。 ［巻
（（］
（7　
熒惑入月中、及近月七寸之内 主
人ｂ
惡之。一曰、讒臣在傍、
主用邪。 ［巻
（（］
⑥
　
熒惑入月、及七寸已内……以戰不勝。 ［巻
（］
（8　
熒惑觸
ｃ
月、上角爲相、下角爲將、中央爲主
ｄ
。 ［巻
（（］
（9　
月蝕 、有白衣之事
ｅ
。又曰、其國内敗、五年
ｆ
大兵。 ［巻
（（］
ａ「内臣」 、大本は「臣内」に作る。
　
ｂ「主人」 、恒本
は「人主」に作る。
　
ｃ
 大本は「出」に作る。
　
ｄ「爲
主」 、大本は「爲君主也」に作る。
　
ｅ
 大本は「會」に
七八
作る。
　
ｆ「敗五年」 、大本は「五年之間有」に作る。
（0　
太白入月
ａ
中、有
ｂ
殺、不及九年、國以兵亡。
［巻
（（］
⑦
　
太白入月中……不及九年、國分兵亡。
［巻
（］
（（　
太白居月中無光、
名曰月蝕太白、
臣弑其主、勝、皆期三年。
［巻
（（］
・
　
太白居月中無光、
名月蝕太白、
強國君死。 ［ 『韜略世法』巻上
ｃ
］
ａ
 大本は「日」に作る。
　
ｂ
 恒本は「布」に作る。
　
ｃ
「月犯太白」の注として引用。
（（　
辰星貫月、不出四年、有殃、内禍
ａ
匿謀。 ［巻
（（］
ａ
 大本は「柄」に作る。
月占三
―
月與列星、二十八宿
（（　
星入月中、其國君
ａ
有憂。一曰、不出三年、臣勝其主。 ［巻
（（］
⑾
　
星出月陰、其國有勝。 出 下芒、君死 民飢。 ［巻
（］
ａ
 「君」 、大本にはなし。
（（　
月犯
－角
－、其國有憂。
［巻
（（］
⑧
　
月犯
－角
－……其國有憂。
［巻
8］
（（　
月出
－角
－南
ａ
、國家多暴獄、治病
ｂ
驕恣。
［巻
（（］
⑨
　
月出
－左角
－南、國君驕恣、多暴獄。
［巻
8］
⑿
　
月乘暈
－角
－、其國大水風雨。 ［巻
（（］
⒀
　
月犯乘
－兩角
－、其國貴人有擾、期二年。 ［巻
（（］
⒁
　
月暈
－角
－ 亢
－、其分野民飢、角虫多死、期一年。 ［巻
（（］
ａ「角」 、大本は「右角」に、恒本は「左角」に作る。
　
ｂ「治病」 、大本は「君病」に、恒本は「君」に作る。
（（　
月犯
－亢
－、亡地
ａ
、其國有憂。 ［巻
（（］
⑩
　
月犯
－亢
－……其國亡地。
［巻
8］
ａ「地」 、大本、恒本は「地若」に作る。
（7　
月犯
－氐
－左星、
郎中左將誅死
ａ
。犯右星、
郎中右將誅死。皆期三
ｂ
年。 ［巻
（（］
⑪
　
月犯
－氐
－左星、左中郎將誅。犯右星 右中郎將誅。
［巻
9］
（8　
月蝕
－氐
－、
－氐星
－翳、一將死之
ｃ
、國有誅者。 ［巻
（（］
ａ「死」の後 大本には「若」の字あり。
　
ｂ
 恒本は
「二」に作る。
　
ｃ
 大本は「其」に作る。
（9　
－房
－上第一星
－上相
－、 次星
－次相
－、 下第一星
－上將
－、 次星
－次將
－也。 ［巻
（（］
⒂
　
月冬三月入
－天庫
－中
ａ
、百姓多飢死、不出二年。 ［巻
（（］
⒃
　
月行大陰、民流亡、天下兵悉起、内淫泆流大臣千里、不出三年。 ［巻
（（］
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ａ「天庫」 、或いは「天倉」の誤りか。
（0　
月犯
－心
－中央星、
人主惡之。犯其
ａ
前星、太子惡之、及失位。犯
其後星、庶子惡之、皆應以善事。 ［巻
（（］
⑫
　
月犯
－心
－中星、天子惡之 宮中有亂。 ［巻
（0］
（（　
月犯
－心
－、
ｂ
有
亂ｃ
臣、天下有亡國。蝕
－心
－、國内亂、有大
賊ｄ
。 ［巻
（（］
（（　
月犯
－心
－中央星、人主敗、國有
ｅ
賊、人爲
ｆ
亂。 ［巻
（（］
（（　
月貫
－心
－一年
ｇ
、國君死、不則臣伐主
ｈ
。 ［巻
（（］
⑬
　
月在
－心
－食……國有兵喪。一曰、庶子有災、太子失位。 ［巻
（0］
ａ「其」 、大本にはなし。
　
ｂ
 恒本は「星」に作る。
　
ｃ

大本は 惡 に作る。
　
ｄ「大賊」 、大本は「大賊作亂」
に、恒 文人賊」に作る。
　
ｅ「有」 、大本は「天
下多盗」に作る。
　
ｆ
 「人爲」 、大本は「位」に作る。
　
ｇ
 「一年」 、大本は「一年主」に、恒本は「三年」に作
る。
　
ｈ
 「君死不則臣伐主」 、恒本は「内亂」に作る。
⒄
　
月逆鬲
－尾
－第五星、其分野且内亂 君死。 ［巻
（（］
（（　
月犯
－箕
－、女主有憂。 ［巻
（（］
（（　
月犯
－危
－、其國有憂。
［巻
（（］
⑭
　
月犯
－危
－……國有憂。一曰、兵在外、將死。 ［巻
（（］
（（　
月犯
－營室
－、其國有憂。 ［巻
（（］
（7　
月犯
－東壁
－、其國有憂。
［巻
（（］
（8　
月蝕
－東壁
－、其國有閉門事
［巻
（（］
⒅
　
月蝕陵
－東辟
－、
其國有憂、門閇事。大臣戮亡、有文章執者、不
出一年。 ［巻
（（］
（9　
月蝕
－奎星
－、必有大戰
ａ
、軍乏食
ｂ
。 ［巻
（（］
⑮
　
月在
－奎
－……大將兵起、大臣有黜者。一曰、兵乏粮。一曰、聚
斂之臣有黜者。 ［巻
（（］
ａ「戦」の後、恒本には「死」の字あり。
　
ｂ
 この一
文、大本にはなし。
（0　
月犯
－婁
－、國有憂。
［巻
（（］
⑯
　
月犯
－婁
－……國有憂。
［巻
（（］
（（　
月蝕
－婁星
－、軍不戰、在外罷。
［巻
（（］
⒆
　
月蝕
－婁
－、大將軍不戰、在外罷。
［巻
（（］
（（　
月犯
－胃
－、其國有憂。 ［巻
（（］
八〇
（（　
月犯乘
－胃
－、小國起兵、
倉ａ
庫虛。一曰、軍不戰、民多病、傷有
令。 ［巻
（（］
ａ「倉」 、大本にはなし。
（（　
月蝕
－昴
－、諸侯黜
ａ
、門戸臣有事、天下飢
ｂ
。 ［巻
（（］
⒇
　
月入
－昴
－中、經五辰、諸侯黜門戸、臣有烈、民人飢。 ［巻
（8］
ａ
 大本は「出」に作る。
　
ｂ「飢」 、大本は「亂饑」に
作る。
（（　
月犯
－畢
－南、陽國
ａ
有憂。一曰、賊
ｂ
臣誅、不然邊有兵
ｃ
。 ［巻
（（］

　
月犯
－畢
－南、陽國有擾、賊臣誅君 邊將起、期二年。 ［巻
（9］
ａ「國」 大本にはなし。
　
ｂ
 恒本は「直」に作る。
　
ｃ
「有兵」 、大本は「外有兵起」に作る。
（（　
月犯
－觜觿
－、小戰。又曰、小將吏多死
ａ
。 ［巻
（（］
ａ
 この一文字、大本にはなし。
（7　
月犯
－參
－、參其國有憂。又曰、國有兵事。 ［巻
（（］
⑰
　
月食
－參伐
－……國有憂。
［巻
（（］
（8　
月犯
－參
－右肩、右將戰死。犯左肩、左將戰死。 ［巻
（（］
（9　
月蝕
－參伐
－、兵大起。
［巻
（（］

　
月蝕
－參伐
－、兵大起。
［巻
（（］

　
月入乘
－參
－、其
　
將軍死、有憂。 ［巻
（（］
（0　
月犯
－七星
－、輕車戰。
［巻
（（］
⑱
　
月犯
－七星
－……輕車戰。
［巻
（8］
（（　
月蝕
－七ａ
星
－、國相更政。
［巻
（（］
⑲
　
月在
－星
－食虧太陰……其國更改、兵在外戰。 ［巻
（8］
ａ
 大本は「在」に作る。
（（　
月犯
－翼
－、其國有
ａ
憂ｂ
。一曰、相傳令
ｃ
。一曰、外夷有兵
ｄ
。 ［巻
（（］
ａ「其國有」 、大本は「太常官」に作る。
　
ｂ「憂」の
後、大本には「一曰其分兵起有喪」あり。
　
ｃ
 大本は
「命」に作る。
　
ｄ「外夷有兵」 、大本は「蠻夷兵起蜚虫
死」に、恒本は「外國有兵」に作る。
（（　
月犯
－軫
－、兵車用、近期二年、遠期三年。 ［巻
（（］
月占四
―
月與星
（（　
月入
－攝提
－、聖人受制。一曰、謀臣在側。
［巻
（（］
・
　
月入
－攝提
－、
聖人受制、謀臣在側。一曰、女主憂、兵起、大臣
有戮於市者。一曰、粟貴。 ［ 『乙巳占』巻
（］
（（　
月入
－天市
－中、近臣有
ａ
抵罪者。 ［巻
（（］
⑳
　
月入
－天市
－……近臣有坐罪者。一曰、女主憂、兵起、大臣有戮
『海中占』の輯佚
八一
於市者。一曰、粟貴。
［巻
（（］
（（　
月犯
－軒轅
－大星、 女主當之。 ［巻
（（］
・
　
月犯
－女主
－、
ａ
女主當之、應以善事即亡
ｃ
。 ［ 『天地瑞祥志』巻
7］
（7　
ｄ　
月ｅ
犯
－南
門
－左右
扉ｆ
、
將相
有ｇ
免墮
者ｈ
、期不出三年。左右扉者、
－執法
－也。ｉ
［巻
（（］
・
　
月犯
－太微
垣
－、輔臣惡之、又君弱臣強、四方兵不制。犯
－執
法
－
……將相有免者、期三年。
［ 『宋史』天文志二］
（8　
月犯
－黃帝座
－、有亂
ｊ
臣、人主惡之
ｋ
。［巻
（（］
・
　
月犯
－帝坐
－、人主惡之。
［ 『宋史』天文志二］
ａ「有」 、恒本にはなし。
　
ｂ「主」 、大本はもと「生」
に作り、右に「主」と訂正。
　
ｃ「亡」 、大本はもと
「已」に作り、右に「亡」と訂正。
　
ｄ「月」の前、大
本には「月犯太微廷臣弑其主」あり。
　
ｅ「月」 、恒本
にはなし。
　
ｆ「扉」の後、大本には「執法大臣憂」あ
り。
　
ｇ「相有」 、大本は「相死或有」に作る。
　
ｈ「者
期」 、 大本は 「者少期」 に作る。
　
ｉ 「左右扉者執法也」 、
大本では注に作る。
　
ｊ
 大本は「反」に作る。
　
ｋ
「之」 、大本は「之凶」に作る。

　
月守留
－天雞
－、其國北血、將軍薨。 ［巻
（7］

　
月入
－器府
－中、名臣失封、女后位耗。 ［巻
（9］
月占五
―
月暈
（9　
月暈歳星、其主
病ａ
。重暈、囚死或
大ｂ
水。五暈、人主有病
喪ｃ
。
［巻
（（］ａ 「病」 の後、 大本には 「五谷傷大水」 あり。
　
ｂ 「大」 、
大本にはなし。
　
ｃ「病喪」 、大本は「災或喪」に作る。
また、その後「一曰天下有子之憂」あり。
（0　
月暈熒惑
ａ
、三復之、國貴人憂。 ［巻
（（］
（（　
月暈熒惑、五復之、主出走
ｂ
。 ［巻
（（］
ａ「熒惑」 、大本は「赤星」に作る。
　　
ｂ「走」の後、
大本には「暈而又犯之將軍以憂下」あり。
（（　
月暈塡星、相死、若皇后死、不則亡地
ａ
。 ［巻
（（］
ａ「地」の後、大本には「國有土工」あり。
（（　
月暈太白、五復之、主死。 ［巻
（（］

　
月暈太白蝕經五辰、其國有奸臣、大將謀其主 出七十日。［巻
（］
（（　
月暈辰星、
在春大旱、在夏主死、在秋大水、在
冬ａ
大喪。 ［巻
（（］
㉑
　
月暈水星、
在春大旱、在夏主死、在秋火水、在冬火喪。
［巻
八二
（］
ａ「在冬」 、大本は「在各冬」に作る。
㉒
　
月暈
－角宿
－……民飢多風雨。 ［巻
8］
（（　
月暈
－角
－ 亢
－、歳民饑
ａ
。 ［巻
（（］
（（　
月暈
－角
－ 亢
－、歳凶民飢
ｂ
。 ［巻
（（］
ａ「歳民饑」 、大本は「歳民有饑或大風雨」に、恒本は「民饑」に作る。
　
ｂ「飢」の後、大本には「其下大戰
大臣喪」あり。
（7　
月暈圍
－心
－、人主有殃。又曰、大旱。
［巻
（（］
㉓
　
月暈于
－心
－……人主有殃。一曰、大旱。
［巻
（0］
（8　
月暈圍
－心
－、中有赤雲、若白雲、大如杵、而貫月、大人當之、
不然兵起。 ［巻
（（］
（9　
月暈
－室
－、大
ａ
城圍屠。 ［巻
（（］
㉔
　
月暈
－營室
－……兵有屠城。 ［巻
（（］
ａ「大」 、恒本は「兵起」に作る。
70　
月暈
－東壁
－、有大土功事。 ［巻
（（］
㉕
　
月暈于
－壁
－……國 亂。 ［巻
（（］

　
月暈
－參
－、弓弩貴、其國戰。 ［巻
（（］
7（　
月暈
－東井
－、胡
ａ
兵起。
［巻
（（］
㉖
　
月暈于
－井
－……胡兵起。
［巻
（7］
ａ
 恒本は「邊」に作る。
7（　
月暈
－鬼
－、大旱。
［巻
（（］
㉗
　
月暈于
－鬼
－……大旱。
［巻
（7］

　
月暈
－五車
－二重、其國有賢臣、出德令。以正月、四月、十月暈
－五
車
－陰、雨多水、期五十日。以十一、十二月暈
－五
車
－、五穀
貴。 ［巻
（（］

　
月暈
－南北
－、或二重、三公有喪、諸侯國益地。 ［巻
（（］

　
月暈
－北斗
－、有喪、則流民千里、穀貴。 ［巻
（（］
月占六
―
月蝕
7（　
月蝕於
－奎
－、大將軍有謀
ａ
。 ［巻
（7］
ａ「謀」の後、大本は「軍乏食大將戰死」に作る。
7（　
月蝕
－婁
－、其國有王事
ａ
。 ［巻
（7］
ａ 「王事」 、 大本は 「土工事人主憂宮中亂民飢有兵」 に、恒本は 三 に作る。
『海中占』の輯佚
八三
7（　
月蝕於
ａ
－參
－、兵在外、大將死、其國有憂、天下更令。 ［巻
（7］
ａ「於」 、大本にはなし。
・
　
其國改政、兵在外戰、主法之官憂斥。 ［大本
ａ
、巻
（7］
ａ「月在
－七星
－」に関する。
7（　
月蝕、王者以救、除咎則安。又曰、月蝕、清刑、明罰、勑法。［巻
（7］

　
月蝕中央、其君有優、天下客軍大勝、益地。
五星占一
77　
五星不當
ａ
歷列宿、絶列
ｂ
星。有分國貴人有獄。抵列舍、其國有
喪。以五色占其吉凶。黃爲喜 赤爲兵、白爲喪、蒼爲憂、黑爲水。 ［巻
（8］
78　
五星有三角者、兵息。有五角者、則兵行。以角多戰也。 ［巻
（8］
79　
五星若合、是謂易行、有德受
ｃ
慶、改立天子、乃奄有四方、子
孫蕃昌。無德受
罰ｄ
、離其國家、
減ｅ
其宗廟、百姓離去
滿ｆ
四方。
［巻
（9］
80　
五星皆大、其事亦
ｇ
大。五星皆小、其事亦
ｇ
小。 ［巻
（9］
8（　
五星合
－亢
－、
ｈ
爲五穀頻不成。 ［巻
（9］
ａ「不當」 、大本にはなし。
　
ｂ「列星」 、大本は「列宿
星」に作る。
　
ｃ
 大本、もと「憂」に作るも、 「受」に
改める。
　
ｄ
 大本、もと「罰」に作るも、 「使」に改め
る。
　
ｅ
 大本、恒本は「滅」に作る。
　
ｆ
 大本、 「去
滿」をもと「去遍滿」に作るも、 「遍」を「対」に改める。また、 「去滿 、恒本は「去漏」に作る。
　
ｇ「亦」 、
大本にはなし。
　
ｈ
 恒本は「元」に作る。
8（　
三星合、其
ａ
國外有兵喪、人民數
ｂ
改立侯王
ｃ
。 ［巻
（9］
8（　
熒惑塡 辰星近
ｄ
－角
－合ｅ
鬭、女子爲天下害、大臣殺
ｆ
主。 ［巻
（9］
ａ「其」の前、 は「是謂驚位」とあり。
　
ｂ「大本
は「飢」に作る。
　
ｃ「侯王」 、大本は「矦與王」に作
る。
　
ｄ
 大本は「芒」に作る。
　
ｅ
 恒本は「舎」に作
る。
　
ｆ
 大本は「弑」に作る。
8（　
二星相近者、其殃大、相遠者、其殃小、無傷
ａ
。 ［巻
（9］
8（　
熒惑與木星合、爲内亂、大臣謀主
ａ
。 ［巻
（0］
8（　
熒惑木星鬭、有夷狄
ｂ
之害、有殺大將。 ［巻
（0］
87　
熒惑貫歳星、殺小將。 ［巻
（0］
88　
太白出歳星
ｃ
北、客利。歳星出太白北、主人利。
［巻
（0］
㉘
　
太白出歳星北、客勝 歳星出太白北、主人勝。
［巻
（］
㉙
　
金出木北、
客利。木出金北、
主人利。太白犯歳星、若環繞之、
竝無光、有賊 戰破、軍殺將。一曰、 環繞歳星、有亡。
八四
主太白、主歳星、后憂。 ［巻
（］
89　
塡星與熒惑合、女子爲天下害。 ［巻
（（］
90　
與熒惑合、金
ｄ
從火、有兵罷
ｅ
。火從金、兵大
ｆ
起。 ［巻
（（］
9（　
熒惑太白合、野有破軍 將死
ｇ
。 ［巻
（（］
9（　
熒惑太白
ｈ
中上出、破軍殺將、客勝。 ［巻
（（］
9（　
辰星
ｉ
與塡星合、在
－虛
－中、秋水出。 ［巻
（（］
9（　
辰星與太白合東方、天下兵大起、盛而不戰、裂地相賂爲
利ｊ
。
［巻
（（］ａ
 この一文、大本にはなし。
　
ｂ「夷狄」 、恒本は「寇
賊」に作る。
　
ｃ「星」 、恒本にはなし。
　
ｄ「與熒惑合
金」 、大本は「熒惑與太白合」に作る。
　
ｅ
 恒本は「罪」
に作る。
　
ｆ
 恒本は「不」に作る。
　
ｇ「將死」 、大本
は「死將」に作る。
　
ｈ「熒惑太白」 、大本は「熒惑入
太白」に作る。
　
ｉ「辰星」 、大本は「浼辰」に作る。
　
ｊ
 恒本は「和」に作る。
五星占二
―
五星與星

　
離星中星坎星属
－兩角
－合闘、女后天下爲破、大臣殺天子、不出
二年。 ［巻
（（］

　
五星逆行
－須女
－、陵舍不止、一運三變、其國小人昌、君子王位、
不出二年。 ［巻
（0］

　
五星逆行
－參
－、失度留止衝中者、有兵革起。 ［巻
（（］

　
五星守陵
－輿鬼
－、出其南、多旱。出北、水、天下飢、不出三年。
［巻
（（］

　
五星犯鬲
－七星
－逆行、其國有奸臣。
㉚
　
五星犯守
－天稷
－……有大旱、穀不成、大飢 ［巻
（（］
歳星占
9（　
歳星色黃、得地。 ［巻
（（］
9（　
歳星色蒼黃、吉。赤芒澤、有子孫喜、立王。黃、得地。白、有兵。黑
ａ
、有德令。 ［巻
（（］
97　
主好陰謀、侵凌諸侯、急兵革、則歳 逆
ｂ
行。 ［巻
（（］
ａ「黑」 、大本、恒本は「靑黑」に作る。
　
ｂ「星逆」 、
大本は 星必逆」に作る。
98　
歳星守
－左右角
－、
其色黃白、小旱、
民小厲
ａ
。其逆行、即旱。其
還、立雨、糴如故。 ［巻
（（］
㉛
　
木守
－左角
－、其色黃白、小旱。逆行即旱。還則雨
［巻
8］
99　（又占曰（歳星犯
ｂ
－左右角
－、逆行爲旱、五榖不收。 ［巻
（（］
100　（又占曰（歳星守
－角
－、一南一北、宜黍與稷。 ［巻
（（］

　
歳星守
－右角
－、經七日以上、一離一坎、穀貴、陽臣陰臣倶謀誅
其君。 ［巻
（（］
・
　
守
－左
角
－、
色
黃
白、小旱。逆行則旱。還則兩。乘
－右
角
－、兵起、
『海中占』の輯佚
八五
大將死。一曰、爲水。乘
－左
角
－、法官誅。一曰、爲旱。食
－角
－、
天下女子多死。凌
－左右
角
－、國有憂。一曰、木出入留舍守
－角
－、
其歳大熟。 ［ 『管蠡匯占』巻
（］
ａ
 恒本は「病」に作る。
　
ｂ
 大本、恒本は「守」に作
る。
101　
歳星守
－亢
－、爲地動。
［巻
（（］
㉜
　
木守
－亢
－……地動。
［巻
8］
102　（又占曰
（
歳星守
－亢
－北、貴人多移徙、
貴ａ
人爲妖
祥、多
疾ｂ
。一
曰、大人流亡。
［巻
（（］
㉝
　
木守
－亢
－北、貴爲妖祥、多疾病、大人亡。
［巻
8］
103　（又占曰（歳星守
－亢
－、王者有德令、禾稼熟。 ［巻
（（］
104　（又曰（封侯有小疾、國君受弔、飛蟲六畜、生非其類、爲妖、有小賊、民多流亡、期百五十日、若一年。 ［巻
（（］
105　（又曰（居
－亢
－、歳
ｃ
旱。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「婦」に作る。
　
ｂ「多疾」 、恒本は「爲病」
に作る。
　
ｃ「居亢歳」 、恒本は「若歳亢」に作る。
106　
歳星居
－氐
－、五榖以旱傷。
［巻
（（］
㉞
　
木居
－氐
－……五穀以早傷。
［巻
9］
107　
歳星守犯
－氐
－、成鈎已環繞之、其國饑、人君失時、
政ａ
令不行。
［巻
（（］
㉟
　
木守
－氐
－……有旱。
［巻
9］
・
　
有旱。一曰、守之三十日、地有立王者。逆行守之、后妃憂。一曰、君不居其宮。 ［ 『管蠡匯占』巻
（］
ａ「時政」 、大本は「政時」に作る。
108　
歳星守
－房
－、他國有獻馬者、魚鹽十倍
ａ
。 ［巻
（（］
ａ「魚鹽十倍」 、大本は「魚鹽大貴十倍」に作る。
109　
歳星守
－鈎鈐
－、天下饑三年。 ［巻
（（］
110　
歳星犯
－心
－ 天子星
－、
ａ
王者絶嗣。犯
－太子
－、太子不利
ｂ
、犯
－庶子
－、庶
子不利。 ［巻
（（］
㊱
　
木犯
－心
－中星、王者絶嗣。
［巻
（0］
111　
歳星居
－心
－、多旱
ｃ
、五穀以旱傷。
［巻
（（］
112　（又占曰（歳星合
－心
－、玄
ｄ
色不明、有喪。
［巻
（（］
㊲
　
木居
－心
－……色赤、
五穀以旱傷。其明潤、王者有福、人和、歳
豐、賢人進用。色黑不明、有喪。
［巻
（0］
113　
歳星留逆犯
ｅ
守乘陵
ｆ
－心
－者、王宮内賊
ｇ
亂、臣下有謀易主者
ｈ
、天子
權在宗家得勢大臣
ｉ
。［巻
（（］
㊳
　
木逆行犯守
－心
－、君不重明堂、
賊臣謀逆主、宮内亂、天子易權
在臣之得勢者。
［巻
（0］
ａ「星」 、大本にはなく、恒本は「憂」に作る。
　
ｂ
八六
「利」 、大本は「得代」に作る。
　
ｃ「多旱」 、恒本は「臣
強」に作る。
　
ｄ「合心玄」 、恒本は「舎心光」に作る。
　
ｅ「犯 、恒本にはなし。
　
ｆ
 大本は「凌」に作る。
　
ｇ
「賊」 、恒本にはなし。
　
ｈ
 「有謀易主者」 、大本は「有
謀易主」に、恒本は「謀主」に作る。
　
ｉ「天子權在宗
家得勢大臣 、恒本 なし。また、大本にはこの後「又曰大旱」とあり。
114　
歳星出入留舍
－尾
－、五十日不下、
天下一
ａ
國有大臣亡者。
［巻
（（］

　
歳星出入留舍
－尾
－、五十日不下、
天下七國有大臣亡者。
［巻
（（］
ａ「天下一」 、恒本は「其」に作る。

　
歳星乘暈
－箕星
－四重、其國不出五年、大水、失地五百里、民流
亡散。 ［巻
（7］
115　
歳星入
－南斗
－中、死者甚衆。 ［巻
（（］
㊴
　
木入
－南斗
－……人多死者。 ［巻
（（］
116　
歳星居
－南斗
－、五榖以旱傷。
［巻
（（］
㊵
　
歳星居
－南
斗
－……
五穀以旱傷、
其北不利小兒。一曰、牛多死、
其肉殺人。居其西、歳多飢傷、民多死。 ［巻
（（］
117　
歳星舍
－牽牛
－、
殺ａ
、虎狼入國。一曰、守牛西、虎狼多入邑中者。
［巻
（（］
118　
歳星守
－牽牛
－、臣謀君、糴貴、三月乃復
ｂ
。［巻
（（］
㊶
　
木星守
－牛
－、臣謀君、米貴、三月乃復。
［巻
（（］
ａ「殺」 、大本にはなく、恒本は「有」に作る。
　
ｂ
 恒
本は「止」に作る。
119　
歳星守
－須女
－、有嫁娶、布
ａ
帛之事。 ［巻
（（］
㊷
　
歳星守
－女
－……留守二十日、天下有嫁娶事、布帛貴。 ［巻
（（］

　
歳星舍居
－須女
－、經七運一夕、其國東方不利。 ［巻
（0］

　
歳星犯守陵
－須女
－二星、經八十日、君將有兩心。 ［巻
（0］
ａ
 恒本は「幣」に作る。
120　
歳星犯
－虛
－而守之、
王者以凶改服、有白衣之會、不出六十日、
天下饑。又
ａ
民流千里
ｂ
、君臣離散。
［巻
（（］
㊸
　
木犯
－虛
－遂留守之……王者改服、有白衣會、不出六十日、天下
大飢、民流千里、君臣離散。 與鎭同。守
－虛
－、陰陽失序、水
旱不時。 ［巻
（（］
㊹
　
木中犯乘凌
－虛
－……其東、民飢、且病多暴死。居其南、宮中雨
血、宰相坐之。居其西、其月不雨。居其北、其下有亂。 ［巻
（（］
ａ「饑又」 、大本は「大饑」に、恒本は「饑又曰」に作る。
　
ｂ「千里」 、恒本は「徒」に作る。
『海中占』の輯佚
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121　
歳星守
－危
－、國有兵憂。一曰、兵竝
ａ
起。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「大」に作る。
122　
歳星舍
－營室
－東、民多徙去
ａ
。處其北、民有憂。 ［巻
（（］
123　
歳星守
－營室
－、
三ｂ
日以上、
王者去正
ｃ
殿、居省室、
布ｄ
恩德、赦有
罪、則無咎
ｅ
。［巻
（（］
㊺
　
歳星守
－室
－……
 王者去正殿、居則宮室施恩宥、過則旡咎。
［巻
（（］
ａ
 恒本は「亡」に作る。
　
ｂ
 恒本は「八」に作る。
　
ｃ

恒本は「宮」に作る。
　
ｄ「布」 、大本は「宜施」に作
る。
　
ｅ
 恒本は「災」に作る。

　
歳星舍
－東辟
－北、民憂、期二旬。 ［巻
（（］
124　
歳星潤澤出
－奎
－、
有ａ
善令。變
ｂ
色入
－奎
－、有僞
ｃ
令來者。若出
－奎
－、有
僞令、出使者。 ［巻
（（］
125　
歳星處
ｄ
－奎
－中、小
ｅ
赦。 ［巻
（（］
126　
歳星舍
－奎
－處ｆ
其南、
春食賤。處其東、糴乍賤乍貴
ｇ
、民移徙
ｈ
不安。
處其
ｉ
西、四月五月食貴。處其北、民憂
ｊ
。［巻
（（］
㊻
　
木處
－奎
－南、
春糴貴。處其東、乍賤乍貴、民移徙不安。處其西、
四月五月糴貴。處其北、民憂。
［巻
（（］
127　
歳星守
－奎
－、執法吏多死
ｋ
。 ［巻
（（］
128　
歳星守
－奎
－、逆行、旱、五穀
耗ｌ
。其順行、色潤澤、即歳大
熟ｍ
。
［巻
（（］
129　
歳星守
－奎
－南、馬賤。一曰
ｎ
、牛賤。
［巻
（（］
㊼
　
木守
－奎
－南、馬牛賤。
［巻
（（］
ａ「奎有」 、大本は「奎君有」に作る。
　
ｂ「令變」 、大
本は「令若變 に作る。
　
ｃ
 恒本は「徳」に作る。
　
ｄ
「星處」 、大本は「星出處」に作る。
　
ｅ
 大本は「有」
に作る。
　
ｆ「舎奎處」 、大本は「處奎守」に作る。
　
ｇ
「乍賤乍貴」 、大本は「乍貴乍賤
　
ｈ「移徙」 、
大本は「徙移」に作る。
　
ｉ
 大本は「奎」に作る。
　
ｊ

大本は、別の箇所にも「歳星處奎南春米貴處其東乍賤乍貴民移徙不安處其西四五月米貴處其北民憂」とあり。
　
ｋ「死」の後、大本には「五穀耗傷旱此逆行也」
とあ
　
ｌ「穀耗」 、大本は「穀虛耗」に、恒本は「穀
折耗」に作る。
　
ｍ「即歳大熟」 、大本は「歳大豐」に
作る。
　
ｎ
 「賤一曰」 、大本にはなし。
130　
歳星入居
－婁
－中ａ
、小赦。 ［巻
（（］
131　
歳星處
－婁
－南、春食賤、牛馬繒帛賤。處其北、
八月兵起、七十
二日罷、遠期三
ｂ
年。 ［巻
（（］
㊽
　
木來留
－婁
－……處其東 粟賤。處其西、牛馬布帛賤。
［巻
（（］

　
歳星處
－婁
－東、糴貴。處南、
食賤、牛馬繒帛賤。處北、
有奪地
八八
之君。 ［巻
（（］
132　
歳星舍
－婁
－ 胃
－、去
－婁
－、舍
－奎
－、有赦。 ［巻
（（］
133　
歳星守
－婁
－中、又暈之、大赦、期九十日。 ［巻
（（］
134　
歳星逆行
－婁
－甚ｃ
、其君牢吏獄、
斷ｄ
不以時、人多怨訟、若有赦
令。 ［巻
（（］

　
歳星守
－婁
－北、兵起、期二年。 ［巻
（（］
ａ「中小」 、大本は「中有小」に作る。
　
ｂ
 大本は「二」
に作る。
　
ｃ「甚」 、大本にはなし。
　
ｄ「獄斷」 、大本
は「斷獄」に作る。
135　
歳星守
－胃
－、歳大熱。一曰、五穀大熟
ａ
。 ［巻
（（］
ａ
 大本は「入」に作る。
136　
歳星守
－昴
－、天倉實。 ［巻
（（］

　
歳星呑
－昴星
－、將軍死。其年旱、霜、五穀傷。 ［巻
（8］

　
歳星入運亭
－畢
－、王者出入遊獵、失節、兵奸起、印逆天子。 ［巻
（9］
137　
歳星犯守
ａ
－觜觹
－、不出一旬
ｂ
、必有偵候之事。農夫不耕、
天子皇
后俱崩、期甲辰日。 ［巻
（（］
㊾
　
木犯
－觜
－……有覘候之事、農不得耕、
君后俱忌之。一曰、五榖
不成、國大飢、天下大疫。 ［巻
（（］

　
歳星出入留舍居
－觜
－中、經六十日不下、禾豆半傷。經九十日不
下、侯王見攻。經三百日不 、客軍大敗、主人吏勝、不出五年。 ［巻
（0］

　
歳星暈
－觜
－、有背
ｃ
冠、天下多乳死、女主有憂、後宮奸人起。 ［巻
（0］
ａ「守」 、大本にはなし。
　
ｂ「一旬」 、恒本は「旬日」
に作る。
　
ｃ「背」 、或いは「皆」か。
138　
歳星守
－參
－、
多盗賊、髙田貴、下田賤、其年樹木多爛
ａ
。［巻
（（］
㊿
　
歳星守
－參
－……多盗賊、
髙田貴、下田賊、其年草木多腐。一曰、
晩稼不成。 ［巻
（（］

　
歳星留舍居
－參伐
－、經五十日、其分野多盗賊、髙田貴 下田田
賤、樹木多爛、士卒不安憂。 ［巻
（（］
139　
歳星守
－參
－、后夫人當之。一曰 天下有兵驚。一曰、旱、人民
多病
ｂ
。 ［巻
（（］

　
歳星守暈
－參
－、一夕三運、後宮有伏兵。候、天子不出、半周。
［巻
（（］ａ「多爛」 、大本は「草稲多腐爛」に作る。また、大本はこの後「一曰晩禾不成」とあり。
　
ｂ
 この一文、恒
本に なし。
『海中占』の輯佚
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140　
歳星守
－輿鬼
－、角
ａ
動、有殺主者。色黑、誅死不成。
［巻
（7］
141　
木守
－鬼
－、出其北、旱。出其南、雨
ｂ
、水、五穀熟
ｃ
。［巻
（7］
◯51　
木守
－鬼
－、
出其北、旱。出其南、多雨水、
五谷熟。出其左右、
貴親坐之。又曰、木守
－鬼
－、
角動、有謀逆者。色黑、事不成、
伏誅。
［巻
（7］

　
歳星守
－輿鬼
－、角動、有殺主者。色黑、誅死不成。
［巻
（（］
ａ「角」 、大本は「兩角」に作る
　
ｂ「雨」 、大本は
「多雨」に作る。
　
ｃ「熟」 、大本は「不登」に作る。ま
た、大本はこの後「出其左右貴戚坐之」とあり。
142　
歳星居
－柳
－、歳和
ａ
熟。 ［巻
（7］
143　（又曰（歳星出入留舍
－柳
－、九十日不下、將軍出
ｂ
。 ［巻
（7］
144　（又曰（歳星逆行
－柳
－、其君不
ｃ
敬祭祀。 ［巻
（7］
◯52　
木居
－柳
－……五谷熟。 ［巻
（8］
ａ「歳和」 、大本は「歳和大」に、恒本は「年時」に作る。
　
ｂ「出」の後、大本には「兵戰將死」とあり。
　
ｃ
「不」 、恒本にはなし。
145　
木犯
－七星
－、使
ａ
者滿道、子弑父、臣弑主
ｂ
。 ［巻
（7］
◯53　
木犯
－七星
－……使者滿道、臣下謀上。 ［巻
（8］

　
歳星處
－七星
－、民疾疫。處其西、多水。 ［巻
（（］

　
歳星與
－七星
－同光 大者、其國以賊當貴。 ［巻
（（］

　
歳星入呑蝕
－七星
－南、國以火破、有喪、大臣與諸侯爭國政、兩
大戰。 ［巻
（（］
ａ
 大本は「死」に作る。
　
ｂ
 大本、恒本は「君」に作
る。
146　
歳星守
－翼
－、處其
ａ
東、魚鹽瓦器貴。處其南、車貴。處其西 不
占。處其北、五穀不成。 ［巻
（7］
◯54　
木處
－翌
－東、瓦器貴。處南、車貴。
［巻
（9］
ａ「守翼處其」 、大本は「處翼」に作る。
　
ｂ
 恒本は
「甆」に作る。
147　
歳星犯守
－軫
－、
天子養
ａ
孤老不平
ｂ
、大臣背叛、師旅起、
車ｃ
騎盡發。
［巻
（7］
◯55　
木守
－軫
－……天子不恤孤老、大臣皆叛、師旅大興。 ［巻
（9］
148　
歳星守
－軫
－、主庫
ｄ
者有罪
ｅ
。［巻
（7］
◯56　
歳星守
－軫
－……主車者有罪。
［巻
（9］
ａ「養」 、大本は「 」に作る。
　
ｂ
 恒本は「及」に
作る。
　
ｃ
 「起車」 、大本は「大起軍」に作る。
　
ｄ
 大
本は「車」に作る。
　
ｅ「有罪」 、大本は「罪之」に作
る。
149　
歳星犯
－攝提
－、臣謀其君、若主出走、有兵起、期一年
ａ
。 ［巻
（8］
九〇
ａ
 大本はこの一文を「石氏曰」として引用。ただし、
「若」 「一」はなし。
150　
歳星守
ａ
－大角
－、臣謀主者
ｂ
、有兵起、人主憂、王者戒愼左右、期
不出百八十日、遠一年。 ［巻
（8］
ａ
 大本、恒本は「犯」に作る。
　
ｂ「者」 、大本にはな
し。
　
ｃ
 大本は「糴」に作る。
151　
歳星入
－天市
－、五官有憂、若市驚。一曰、易市
ａ
。［巻
（8］
◯57　
歳星入
－天市
－……市驚、 易市。
［巻
（（］
ａ
 大本は「市者」に作る。
152　
歳星犯守
－候星
－、
ａ
陰陽不和、五榖傷、人大饑、有兵起
ｂ
。 ［巻
（8］
ａ「候星」 、大本は「天候」に作る。
　
ｂ「傷人大饑有
兵起」 、大本は「不成人民饑兵且起」に作る。
153　
歳星守
－建星
－、旱、死者甚衆
ａ
、民大耗
ｂ
。 ［巻
（8］
ａ「旱死者甚衆」 、大本は「糴貴人相食」に作る。
　
ｂ
「耗」の後、大本には「大飢」とあり。
154　
歳星犯
－天津
－、關道絶不通
ａ
、有兵起。若關
ｂ
吏有憂。 ［巻
（8］
ａ「不通」 、大本は「有不通者 に作る。
　
ｂ
 大本は
「門」に作る。
155　
歳星入
－五車
－、兵大起、車騎行、五穀不成、天下民饑、若軍絶
粮。 ［巻
（8］

　
歳星犯夕
－五車
－水星、其國有旱灾、秋、多水傷穀。 ［巻
（（］
156　
歳星守犯
－天關
－、道絶、天下相疑、 關梁之令
ａ
。 ［巻
（8］
ａ「令」の後、大本には「一曰歳水民飢有自賣者」とあり。
157　
歳星犯守
－天牢
－、王者以獄爲弊、貴人多繫者
ａ
。 ［巻
（8］
ａ「多繫者」 、恒本は「凶」に作る。
158　
歳星入
－長垣
－、天子以兵自衛、強臣凌主。一曰、叛臣被誅 若
戮死
ａ
。期不出百八十日。 ［巻
（8］
ａ「死」 、大本は 死者」に作る。
159　
歳星犯
－亀星
－、天下有水旱之災。守陽則旱、守陰則水。 ［巻
（9］
160　
歳星入
－杵星
－、若守之
ａ
、天下有急發米
ｂ
之事、不出其
ｃ
年。 ［巻
（9］
ａ「守之」 、大本は 守之犯之」に作る。
　
ｂ「急發米」 、
大本は 發粟米」に、恒本は「急發乘 に作る。
　
ｃ
『海中占』の輯佚
九一
「其」 、恒本にはなし。
161　
歳星入守
－羽
林
－、有兵起、若
有ａ
逆行、變色成鈎
已ｂ
、天下大兵、
關梁不通、不出其年。 ［巻
（9］
ａ「有」 、大本にはなし。
　
ｂ「鈎已」 、大本は「勾已
者」に作る。
162　
歳星守
－土司
空
－、其國以土起兵。若
ａ
有土功之事、天下旱。 ［巻
（9］
ａ「若」 、大本にはなし。
163　
歳星守
－參旗
－、兵大起、弓弩用、
士ａ
將出行。一曰、弓弩貴
ｂ
。 ［巻
（9］
ａ
 恒本は「大」に作る。
　
ｂ
 この一文、大本にはなし。
164　
歳星犯守
－天稷
－、有旱灾、五榖不登、歳大饑
ａ
。一曰五穀出
ｂ
。 ［巻
（9］
ａ「登歳大饑」 、大本は「成大飢荒」に作る。
　
ｂ「出」 、
恒本は 虫」に作る。
熒惑占
165　
熒惑法使行無常
ａ
。 ［巻
（0］
166　
熒惑色赤、國有憂。厚白、則國有憂
ｂ
。薄蒼、即天下多喪、其
國尤甚。
［巻
（0］
◯58　
熒惑色赤、
國有憂。白亦憂。色蒼、天下多死喪、其國尤甚。
熒惑春色赤、百姓有憂。冬色白、大臣多辱。 ［巻
（］
167　（ 「熒惑出西方若東方」の注（國君死
ｃ
。 ［巻
（0］
ａ
 この一文、大本にはなし。
　
ｂ
 恒本は「喪」に作
る。
　
ｃ「死」の後、大本には「之所宿者天子惡之四孟
之月候王受之四仲之月大臣受之四季之月小民受之」 、恒本には「之所宿者天子惡之」とあり。
168　
熒惑守
－左角
－、有喪。色白爲兵、黃爲土功、赤爲旱、靑憂、黑
死。 ［巻
（（］
169　
熒惑守
－左右角
－、其色黃
ａ
白、小旱、民小厲
ｂ
。［巻
（（］
◯59　
火守
－左右角
－、其色黃白、小旱、民小厲。
［巻
8］
・
　
守
－左角
－及
－右角
－、其色黃 小旱、民小厲。
［ 『管蠡匯占』巻
（］
170　（又占曰（
熒惑守
－左右角
－、 逆行爲旱。還立雨 爲五穀不收。 ［巻
（（］
171　（又占曰
熒惑守
－角
－、
貴人子有繫者。去獄之天牢、貴人子赦。
［巻
（（］
◯60　
火守
－角
－……貴人子有繫獄者。
［巻
8］
172　（又占曰
（
熒惑起
芒ａ
－角
－、赤色而光、久守
－天
門
－、王者絶嗣。各
以占
ｅ
其國。 ［巻
（（］
九二

　
熒惑守
－兩角
－、左右將軍校尉相戮死、其分貴人子有繫者、期九
十日。 ［巻
（（］

　
熒惑守
－左角
－、經二運二夕、天下五兵竝連、期一年。 ［巻
（（］

　
熒惑守舍
－天陳
－、經二旬已上、其國有喪、期一年。 ［巻
（（］
ａ「色黃」 、大本は「色赤黃」に作る。
　
ｂ
 大本は「勵」
に作る。
　
ｃ
 大本は「主」に作る。
　
ｄ「起芒」 、恒本
は「守」に作る。
　
ｅ「以占」 、大本、恒本は「以日占」
に作る。
173　
熒惑守
－亢
－、天下有白衣之會、天子易政、道路不通。
［巻
（（］
◯61　
火守
－亢
－……天下易政、道路不通、有白衣會。一曰、大將有喜。
一曰、天有火灾。 ［巻
8］
174　
熒惑守
－亢
－、
成鈎已而環繞之、
三十日、
天子自將兵、國易
主ａ
。
［巻
（（］
◯62　
火守
－亢
－五十日、勾已環繞之、天子自將兵、國易主。 ［巻
8］
ａ
 この一文、大本にはなし。
175　
熒惑守
－氐
－、
國亂、有反臣
ａ
、
近臣有憂。有兵、期六月、
不出六
十日、
赦ｂ
、不遍
ｃ
天下。歳春旱、晚水。不出其
ｄ
年、人相食。
［巻
（（］
◯63　
火守
－氐
－……國亂、有反臣。不出六 赦、大徧天下、歳春
旱、晚水、不出其年、人相食。
［巻
9］
ａ
 恒本は「主」に作る。
　
ｂ「日赦」 、大本は「日其
赦」に作る。
　
ｃ「不遍」 、大本は「不遍通」に、恒本
は「不道」に作る。
　
ｄ
 大本は「期」に作る。
176　
熒惑行
－房
－南、旱、若守之、爲喪。行
－房
－北、爲水、若守之、爲
兵。 ［巻
（（］
・
　
熒惑磨
－心
－、環遶于
－房
－、守而不留正舍、徃来徘徊、彷彿人主、
無下殿遠宮闕、宮中有伏兵。 ［大本
ａ
、巻
（（］
177　
熒惑守
－房
－三日、鬼火夜行、人民大恐、多
ｂ
死喪。
［巻
（（］
◯64　
火守
－房
－三日、鬼火夜行、人恐驚、多死喪。
［巻
9］

　
熒惑守
－房
－三日、民大恐 多怨賊、則女主有喪。 ［巻
（（］
ａ
 この一文、大本にのみあり。
　
ｂ「大恐多」 、大本は
「怨恐懼」に作る。
178　
熒惑犯
－心
－、天子
ａ
王者絶嗣。犯
－太子
－、太子不得代。犯
－庶子
－、庶
子不利
ｂ
。 ［巻
（（］
◯65　
熒惑犯
－心
－……王者絶嗣、貴人有惡死。 ［巻
（0］
179　（又占曰（熒惑犯
－心
－、必
ｃ
有饑餓而
ｄ
死者。 ［巻
（（］
180　
火守
－心
－、色赤、有兵、臣謀其主。黑、主死。白、謀臣有賜爵
者。靑、大人有憂。 ［巻
（（］
181　
熒惑守
－心
－、
天下大吟、居之三月、有殃。五月、受兵。十月、
其野亡。 ［巻
（（］
『海中占』の輯佚
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◯66　
火守
－心
－……
天下哭聲吟吟、居之三月、國有殃。五月、受兵。
十月、國亡、人流。 ［巻
（0］
182　
熒惑守
－心
－、南爲水、北爲旱。
［巻
（（］
◯67　
火守、南爲水 在北旱。
［巻
（0］
・
　
火在
－心
－南、爲水。在北、爲旱。
［ 『管蠡匯占』巻
（］
183　（又占曰（熒惑守
－心
－、民流
ｅ
亡。 ［巻
（（］
184　
熒惑留逆犯
守ｆ
乘凌
－心
星
－、
ｇ
王者宮
中ｈ
亂、臣下有謀易立天子者、
權在宗家得勢大臣。 ［巻
（（］
ａ「天子」 、大本にはなし。
　
ｂ「犯太子太子不得代犯
庶子庶子不利 には無し。また「利」 、恒本は「制」に作る。
　
ｃ「熒惑犯心必」 、大本は「貴人」に作
る。
　
ｄ「饑餓而」 、大本は「餓」に作る。
　
ｅ「民流」 、
大本は「民有流」に作る。
　
ｆ「逆犯守」 、大本は「守
逆犯」に、恒本は「逆守」に作る。
　
ｇ「心星」 、大本
は「于心 恒本は「心三星」に作る。
　
ｈ「王者宮
中」 、大本は「王者宮内」に、恒本は「者宮内」に作る。
⟹60　
熒惑舍居
－尾
－第二星、經六十日、其分野牛馬自死、期九十日。
［巻
（（］
185　
熒惑守
－箕
－、大旱。 ［巻
（（］
186　
熒惑以十月守
－箕
－、名曰火入水、萬民饑死、穀價五倍、
天下大
赦。 ［巻
（（］
◯68　
火以十月守
－箕
－……是謂火入水、萬民飢死、粟貴三倍。
［巻
（0］
187　
熒惑犯
－南斗
－、且
ａ
有反臣、道路不通、丞相有事
ｂ
。［巻
（（］
◯69　
火犯
－南斗
－……有反臣、道路不通、丞相有事、
天下亂。 ［巻
（（］
188　
熒惑逆行
－南斗
－、怒動大明
ｃ
、天下大驚
ｄ
。 ［巻
（（］
189　
熒惑舍
－南斗
－、環繞成鈎已、太尉上卿宰相死。 ［巻
（（］
190　
熒惑守
－南斗
－、旱
ｅ
、多火災。
［巻
（（］
◯70　
熒惑守
－南斗
－……多火災。
［巻
（（］
・
　
爲多火災。一曰旱。 ［ 『後漢書』天文志中、劉昭注
ｆ
］
ａ「南斗且」 、大本、恒本は「斗」に作る。以下、
190ま
で同様に「南斗 を「 」に作る。
　
ｂ「事」の後、大
本には「天下大飢」とあり。
　
ｃ「怒動大明」 、大本は
「怒動明大」に、恒本は「怒勤大明」に作る。
　
ｄ「下
大驚」 、恒本は「子大駕」に作る。
　
ｅ「旱」 、大本は
「主旱」に作る。
　
ｆ
 「八月庚子、熒惑犯南斗。斗爲呉」
の注。
191　
熒惑出入留舍
－牽牛
－、春
ａ
旱、秋水。一曰、關梁不通。
［巻
（（］
◯71　
火出入留舍
－牛
－……春旱、秋水、關梁不通。
［巻
（（］
192　
熒惑守
－牽牛
－、爲
ｂ
旱。
［巻
（（］
九四
◯72　
熒惑守
－牽牛
－……旱。一曰、有急行。一曰、有犧牲之事、有臣
反者、從中起、有走死將、期一年。 ［巻
（（］
193　
熒惑守
－牽牛
－、有急行。又曰、歳多雨露
ｃ
。 ［巻
（（］
194　
熒惑犯守
－牽牛
－、諸侯多疾
ｄ
。 ［巻
（（］
ａ「春」 、大本は「主春」に作る。
　
ｂ
 大本は「大」に
作る。
　
ｃ「雨露」 、大本は「風雨」に作る。
　
ｄ「侯多
疾」 、大本は「多疫癘」に作る。
195　
熒惑犯守
－須ａ
女
－、多妖祥、大臣當之
ｂ
。［巻
（（］
◯73　
火守
－女
－、國多妖、大臣當之。
［巻
（（］
⟹61　
熒惑入
－須
女
－、經一月 其國多盗賊、道路不通 期九十日。
［巻
（0］ａ「須」 、大本にはなし。
　
ｂ「之」 、恒本は「之也」に
作る。
196　
熒惑
ａ
守
－危
－、春旱、秋多水災。 ［巻
（（］
◯74　
熒惑守
－危
－……春旱、秋多水。
［巻
（（］
ａ「熒惑」 、大本は「火留 に作る。
197　
熒惑入
－營
室
－、
ａ
留二十日、天子死、守其南、
皇ｂ
后死。守
ｃ
其西、
太子死。守其北、爲
ｄ
諸侯有死
ｅ
者。
［巻
（（］
◯75　
火入室因留舍之……留二十日、天子凶。舍其南、主后凶。舍
其西、太子凶。舍其北、諸侯有死者。
［巻
（（］
198　
熒惑守
ｆ
－營室
－、人民疾疫、多死亡
ｇ
。［巻
（（］
◯76　
熒惑守
－室
－、……人疾疫、多死。
［巻
（（］
ａ「營室」 、大本は「室中」に作る。
　
ｂ
 大本は「主」
に作る。
　
ｃ「死守」 、大本は「死忌之守」に作る。
　
ｄ
「北爲」 、大本は「北忌之爲」に作る。
　
ｅ
 大本は「犯」
に作る。
　
ｆ「守」 、大本は「入守」に作る。
　
ｇ「疾疫
多死亡」 、大本は「多死亡或多大水」に作る。また、大本では別の箇所にも「火守 人民疾疫多死」とあ
199　
赤星入
－營室
－
東ａ
壁
－、大臣凌主。
［巻
（（］
◯77　
火入
－壁
－……臣凌君。一曰、有土工 ［巻
（（］
200　
熒惑
守
ｂ－室
－
壁
－、
宮ｃ
失火。一曰、旱、五榖不成。一曰、
兵民多
死ｄ
。［巻
（（］
◯78　
熒惑守
－壁
－……宮中火灾。一曰、兵民多死。
［巻
（（］
⟹62　
熒惑塡星太白有守
－東辟
－、皆爲土功事。 ［巻
（（］
⟹63　
熒惑犯留
－東辟
－、其國春大旱、諸侯相謀、期八十日。 ［巻
（（］
ａ「營室東」 、大本にはなし。
　
ｂ
 大本は「東」に作
る。
　
ｃ「宮」 、大本は「宮中」に作る。ｄ「一曰旱五
榖不成一曰兵民多死」 、 大本 「兵民多死亡 五谷不成大旱」に作る。
『海中占』の輯佚
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201　
熒惑潤澤出
－奎
－、有喜令。其
ａ
變色入奎、有僞令。來者若出奎、
有僞令、出使者。 ［巻
（（］
202　
熒惑守
－奎
－、其國坐之、三十日不下、其君憂。
［巻
（（］
◯79　
熒惑守
－奎
－……其國君憂。一曰、女多淫。一曰、山盗起、有水
事。 ［巻
（（］
ａ「其」 、大本にはなし。
203　
熒惑入若
ａ
守
－婁
－、天子受賀、期三十日、遠八月
ｂ
。 ［巻
（（］
⟹64　
熒惑入守
－婁星
－、天子受賀憙、大赦天下、期九十日。 ［巻
（（］
ａ「若」 、大本にはなし。
　
ｂ「月」 、大本は「月内」に
作る。
204　
熒惑守
－胃
－、三十日、其君憂。
［巻
（（］
◯80　
熒惑守
－胃
－……君憂。
［巻
（（］
205　
熒惑入
－昴
－、留二十日以上
ａ
、牛馬多疾
ｂ
。 ［巻
（（］
206　
熒惑守
－昴
－、邊境
ｃ
不寧。 ［巻
（（］
207　
熒惑守
－昴
－、憂在大人。 ［巻
（（］
◯81　
熒惑守
－昴
－……胡不寧、多病死。 ［巻
（（］
⟹65　
熒惑入舍居
－昴
－、經六十日已上、其國多疾疫、其國有聚人、不
出半周。 ［巻
（8］
ａ「熒惑入昴留二十日以上」 、大本にはなし。
　
ｂ「疾」
の後、大本には「熒惑留之守之」とあり。
　
ｃ「邊境」 、
大本は「胡人」 、恒本は「邊人」に作る。
208　
熒惑犯
－畢
－、國
ａ
有畋獵
ｂ
之事。
［巻
（（］
◯82　
火犯
－畢
－……有畋獵之事。
［巻
（（］
◯83　
熒惑守
－畢
－……人君以畋獵癈政。 ［巻
（（］
ａ「國」 、大本にはなし。
　
ｂ「畋獵」 、大本は「畋獵惑
政」に、恒本は「牧獵」に作る。
209　
熒惑守
－觜觹
－、
ａ
其國有憂。 ［巻
（（］
⟹66　
熒惑守陵暈
－觜
星
－、其分野民人食絶、諸侯多飢死、期七十日。
［巻
（0］ａ「觹」 、大本にはなし。
210　
熒惑守
－伐
－五日、人主死。
［巻
（（］
◯84　
火……守
－伐
－五日、人主忌之。一曰、火入
－伐
－、有兵戰。守之五
日、大將死。 ［巻
（（］
211　
熒惑入
－東ａ
井
－、角動
ｂ
、赤黑色、大人當之、以水起兵、其環繞
ｃ
之、
事必成。其留
ｄ
二十日、色赤黃、大人增地。黑、憂、奪地。 ［巻
（（］
212　
熒惑過
－東井
－上二丈
ｅ
者、軍將
ｆ
必當去其
ｇ
兵、歸必有病事。 ［巻
（（］
213　
熒惑在
－東井
－北戌、去戌
ｈ
三丈、當復
ｉ
發千人以上。去
ｊ
戌二丈、復
九六
發萬人。去戌一丈
ｋ
、門開
ｌ
、道無行人、若其留戌下六十日、天
下大赦。 ［巻
（（］
214　
熒惑入
－東井
－、
留ｍ
三十日以上、既去復還、居之若環繞成勾己者、
國君有憂、若重有喪、期九十日、若一年。 ［巻
（（］
◯85　
火行
－井
－上、二大將軍死。
［巻
（7］
・
　
火行
－井
－上二尺 將死。
［大本、巻
（（］
ａ 「東」 大本にはなし。以下
214まで同様。
　
ｂ 「角動」 、
大本は 角若動」に作る。
　
ｃ「環繞」 、恒本は「繞過」
に作る。
　
ｄ「留」 、大本は「留之」に作る。
　
ｅ「二
丈」 、 丈 に、恒本は「一尺」に作る。
　
ｆ「軍
將」 、大本、恒本は「將軍
　
ｇ「去其」 、恒本
は「其去」に作
　
ｈ「戍去戍」 、大本は「下戍」に、
恒本 戍下至」に作る。
　
ｉ
 大本は「后」に、恒本
は「後」に作る。
　
ｊ「上去」 、大本は「去」に作り、
恒本にはなし。
　
ｋ「一丈」 、恒本にはなし。
　
ｌ「門
開」 、大本は「閉門」に作る。
　
ｍ「留」 、 にはな
し。
215　
熒惑入
－輿ａ
鬼
－中央星、可四五日、大人當之。 ［巻
（（］
216　
熒惑守
－輿鬼
－、出其南、水。出其北 旱。 ［巻
（（］
⟹67　
熒惑呑
－輿鬼
－暈、女主呵大臣 不 一年。 ［巻
（（］
ａ「 」 、大本にはなし。
216も同様。
217　
熒惑守
－七星
－、人主有憂、津橋
ａ
不通。
［巻
（（］
◯86　
火犯
－七星
－……民苦淫役、津梁不通。
［巻
（8］
⟹68　
熒惑祀乘
－七星
－、經八十日、
橋梁不通、
其國發大傜役、民人愁
苦、女主有喪。 ［巻
（（］
ａ
 大本は「梁」に作る。
218　
熒惑守
－張
－、功臣當有封者。 ［巻
（（］
219　
熒惑犯
－張
－若守之、天下 兵、宮門當閉、男子有急、女子不安、
五穀不成、民大飢。一曰、火居
ａ
－張
－、人絶糧
ｂ
。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「舍」に作る。
　
ｂ「一曰」以下、大本には
なし。
220　
熒惑守
－大角
－、臣謀主者
ａ
有兵起急
ｂ
、人主憂。王者誡愼左右、期
不出百
ｃ
八十日、遠一年。 ［巻
（（］
◯87　
火星守
－大角
－……有亡國。守之三日、王者惡之、期一年、遠三
年。 ［巻
（（］
ａ「者」 、大本にはなく、恒本は「若」に作る。
　
ｂ「兵
起急」 、恒本は「急兵起」に作る
　
ｃ「百」 、大本は
「一百」に作る。
221　
熒惑入犯守
－織女
－、有大兵起、十年乃罷、
若ａ
貴女有憂
ｂ
。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「君」に作る。
　
ｂ
 この一文、大本にはな
『海中占』の輯佚
九七
し。
222　
熒惑入
－天市
－、天子失廷
ａ
、期六月。 ［巻
（（］
◯88　
火入
－天勾
－……天子失廷。
［巻
（（］
・
　
熒惑入
－天市垣
－、將相凶。 ［恒本、巻
（（］
ａ
 大本は「庭」に作り、恒本は「近」に作る。
223　
熒惑犯守
ａ
－候星
－、陰陽不和、五穀傷、人大飢、有兵起。 ［巻
（（］
ａ「犯守」 、大本は「守犯」に作る。
・
　
熒惑舍
－建星
－……馬大貴。 ［大本、巻
（（］
224　
熒惑犯
－離
珠
－、宮人有憂。若
ａ
兵起宮中、若有誅、期二
年ｂ
。 ［巻
（（］
ａ「宮人有憂若」 、大本にはなし。
　
ｂ「若有誅期二
年」 、大本は「或宮人有憂」に作る
225　
熒惑犯
－天津
－、關道絶、不通。有兵起 若關吏有憂。 ［巻
（（］
226　
熒惑入守
－螣蛇
－、 天子憂前驅爲害
ａ
。若因水爲敗、 期不出年
ｂ
。 ［巻
（（］
ａ
 大本は「凶」に作る。
　
ｂ「前驅」以下、恒本には
なし。
⟹69　
熒惑守
－王良
－、諸侯道不通、兵馬趨、車騎連行。 ［巻
（0］
227　
熒惑入
－五車
－、
兵大起、車騎行、五穀不成、天下民飢、若軍絶
糧。
［巻
（（］
◯89　
熒感入
－五車
－……兵大起、五谷不成、民飢、軍絶粮。
［巻
（（］
228　
熒惑出入
－天關
－、左右必有置立關塞之事。一曰
ａ
、必有逆兵不順
者。 ［巻
（（］
◯90　
火出入
－天關
－、必有置立關塞之事。一曰、兵逆起。 ［巻
（（］
229　
熒惑守犯
－天關
－、道絶。天下相疑、有關梁之令。 ［巻
（（］
ａ「左右必有置立關塞之事一曰」 、大本にはなし。
230　
熒惑舍
－南闕
－下、飢
ａ
。 ［巻
（（］
ａ「舍南闕下飢」 、大本は「出入
－北河
戌
－若守
－北河
戌
－環
繞之其邊將帥有諸命而伐夷狄者勝之」に作り、恒本は「舍南河大飢」に作る。
231　
熒惑犯
－五諸侯
－、其國有兵、車騎出行。若
ａ
貴臣有殃、
若ｂ
有死者。
［巻
（（］
九八
ａ
 大本は「春」に作る。
　
ｂ
 大本は「或」に作る。
232　
熒惑守
－軒轅
－、十五日以上、
大ａ
兵起、宮人不安、天下亂、國易
政、期三年
ｂ
。 ［巻
（（］
ａ「上大」 、大本は「上者大」に作る。
　
ｂ「年」の後、
大本には「一曰地動」あり。
233　
熒惑犯守
－天牢
－、王者以獄爲蔽。一曰、貴臣多下獄、
若有叛臣、
簒獄
ａ
殺君、不出二年
ｂ
。［巻
（（］
◯91　
火犯守
－天牢
－、
若有叛臣
纂獄殺主、不出二年。一曰、火守
－天
牢
－、人相食、國有暴兵。 ［巻
（（］
・
　
－天
牢
－中無星、則改元、若閉口及星入
－牢
－中、則獄中有係死者。
又曰、恒以五子、之日夜候
－貫索
－。一星不見、則有小赦。二星
不見、則有賜祿。三星不見、則人主德令行、且有赦。甲期八十日、丙期七十日、戌期六十 庚期五十日、壬期四十日。［大本、巻
（（］
ａ 「獄若有叛臣纂獄」 、 大本は 「獄者若有纂臣叛獄」 に、恒本は 簒欲 に作る。
　
ｂ「若」以下、大
本は巻
（（でも引用。ただし、 「君」は「主」に作る。
234　
熒惑
抵ａ
－北
斗
－ 杓頭
星
－、
ｂ
女主政令猶豫、若女主用事、期一年。
［巻
（（］
⟹70　
熒惑守留
－北斗
－、有移徒民、其天子宮、有賊盗、不出二年。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「入」に作る。
　
ｂ「杓頭星」 、大本にはな
し。
235　
熒惑逆行守
－天庫
－、兵起、未罷
ａ
。若順行、乃罷。以其遠近、東
西南北、其日占之。 ［巻
（7］
⟹71　
熒惑太白入犯
－天庫
－、騎官兵起、期三年。 ［巻
（（］
ａ「未罷」 、大本は「不息」に作る。
236　
熒惑犯守
－亀
星
－、天下有水旱之災。守陽則旱、守陰則水。 ［巻
（7］
237　
熒惑入
－杵星
－、
若ａ
守之、天下有急發米之事、不出其
ｂ
年。 ［巻
（7］
ａ「星若」 、大本は「而」に作る。
　
ｂ
 恒本は「期」に
作る。
・
　
火守
－九坎
－、在陽爲旱、在陰爲水。 ［大本、巻
（7］
238　
熒惑入守
－羽林
－、
有ａ
兵起。若
ｂ
逆行變色成勾已、天下大兵、關梁
不通、急
ｃ
不出其
ｄ
年。 ［巻
（7］
ａ「有」 、恒本は「有急」に作る。
　
ｂ「若」 、恒本には
なし。
　
ｃ「急」 、大本は「急則」に作り、恒本にはな
『海中占』の輯佚
九九
し。
　
ｄ「其」 、恒本は「期」に作る。
239　
熒惑守
－土司
空
－、其國以土起、兵若有土功之事、天下
旱ａ
。 ［巻
（7］
ａ
 この一文、大本は「石氏曰」で引用。また、 「守」
は「犯守」に、 「旱」は「大旱」に作る。
240　
熒惑守
ａ
－天倉
－、天下有兵、若有出粟。 ［巻
（7］
ａ「守」 、恒本は「入守」に作る
241　
熒惑守
－矢星
－、
ａ
天下旱
ｂ
、五穀不成、人民大飢、多疾死、期不出
年。 ［巻
（7］
ａ「守矢星」 、大本は「犯矢星」に、恒本は 守天屎星」に作る。
　
ｂ「天下旱」 、大本は「若守之天下大旱」
に作る。
242　
熒惑守
－狼星
－、四夷
ａ
兵起、來侵中國、弓矢大貴、王者有憂。一
曰、夷將有死者。
ｂ［巻
（7］
⟹72　
熒惑色赤、芒
－狼星
－、一夕五運留守、經旬、其國法令不㝎、百
姓進退不平 女主走亡。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「塞」に作る。
　
ｂ
 この一文、大本にはなし。
243　
熒惑犯守
－天稷
－、
有ａ
旱災
ｂ
、五穀不登、歳大飢饉
ｃ
。一曰、五穀散
出ｄ
。 ［巻
（7］
ａ「有」 、大本は「主大」に作る。
　
ｂ「災」 、大本には
なし。
　
ｃ「歳大飢饉」 、大本は「大荒米貴人飢」に、
恒本は「歳大飢 に作る。
　
ｄ「出」 、恒本にはなし。
⟹73　
熒惑辰星失度、留
－折威
－、外軍侵内、將軍死、呑血。 ［巻
（8］
填星占・
　
塡星天子之星也。若失信、則塡星大動。 ［大本、巻
（8］
244　（ 「周梁」の注（周梁、中國也
ａ
。 ［巻
（8］
245　
塡星光明、歳熟。其所守國安
ｂ
、大人有喜、增地。 ［巻
（8］
246　
塡星色白、芒澤、有
ｃ
子孫喜
ｄ
、立王
ｅ
。［巻
（8］
◯92　
鎭星而芒澤、天子子孫、有立王。一曰、女主退。 ［巻
7］
247　
塡星去宿
ｆ
、
天ｇ
子不立后
ｈ
。去宿南數十
ｉ
尺、女主不用事、若大水。
去其宿北數十
ｉ
尺、女主當之、若大旱。
［巻
（8］
◯93　
鎭星 宿、
天子不立后。去宿南、女主失勢、有大水。去宿北、
大旱、女主災。又曰、人君好遊獵 走狗馳馬、出入不時、賜與不當、則土星失次、其殃爲民多疾病 歳多大風、
五谷不實。
土星去宿愈遠 則災愈愈甚。 ［巻
7］
248　
主ｊ
好畋獵、走狗馳馬、出入不時、賜與不當、則填星失宿。民
多病
ｋ
、歳多大風、黍稷無實
ｌ
。 ［巻
（8］
一〇〇
ａ
 大本では注ではなく本文。また、大本には「也」の
後に「邦有德塡星當也」とあり。
　
ｂ「國安」 、大本は
「之國大安」に作る。ｃ「有」 、大本は「天子」に作る。
　
ｄ
 大本は「有」に作る。
　
ｅ「立王」 、大本は「立王之
喜」に、恒本は「爲王」に作る。また、大体はその後に「一曰女主退後宮不吉」とあり。
　
ｆ「去宿」 、大本
は「去其宿 作る。
　
ｇ
 恒本は「太」に作る。
　
ｈ

恒本 若」に作る。
　
ｉ「十」 、大本にはなし。
　
ｊ
「主」 、大本は「塡星去其宿人君」に作る。
　
ｋ「病」 、
大本は「疾疫」に作る。
　
ｌ「黍稷無實」 、大本は「五
谷不成其國民憂」に作る。
249　
塡星守
－角
－、五穀多傷、人民流亡
ａ
。［巻
（9］
◯94　
土守
－角
－……五穀傷、人流亡。
［巻
8］
250　
塡星守
－左
角
－
右
角
－、
ｂ
其色潤澤、
即ｃ
歳大熟。其逆行、從一宿得
二宿、穀貴一倍。從二宿得三宿、三
ｄ
倍。其還立賤
ｅ
。 ［巻
（9］
◯95　
土守
－右角
－、其色潤澤、歳熟。
［巻
8］
251　
塡星
－左ｆ
右
角
－、其色黃、小旱、民小
厲ｇ
、其逆行、即旱。其退、
立雨
ｈ
。 ［巻
（9］
⟹74　
塡星犯守
－兩角
－、其分野穀傷、民流亡、期八十日。 ［巻
（（］
⟹75　
塡星守犯
－兩角
－、經五運五夕、客星竝守角 其分野小人與諸侯
印逆、天子誅四面、期二年。 ［巻
（（］
ａ
 大本は「血」に作る。
　
ｂ「右角」 、大本、恒本には
なし。
　
ｃ「即」 、大本にはなし。
　
ｄ
 恒本は「二」に
作る。
　
ｅ「其逆行 以下、大本にはなし。
　
ｆ
 恒本は
「守」に作る。
　
ｇ「民小厲」 、恒本は「歳小熟」に作
る。
　
ｈ
 この一文、大本にはなし。
252　
塡星守
－亢
－北、水在北方
ａ
。 ［巻
（9］
253　
塡星守若
ｂ
舍
－亢
－、爲五穀頗
ｃ
不成
ｄ
。 ［巻
（9］
ａ
 この一文、大本にはなし。
　
ｂ「若」 、大本にはな
く、恒本は「亢若」に作る。
　
ｃ「頗」 、恒本は「敗物」
に作る。
　
ｄ
 大本は「登」に作る。
254　
塡星入守
－氐
－、必有亡城者。天下用兵、期不出三年、更立侯王。
八十日不下、野有萬人之衆。 ［巻
（9］
255　
塡星守
－房
－、爲土功
ａ
。 ［巻
（9］
256　
塡星入
－房
－、若犯之、
有失地君
ｂ
、其國有兵、若女主憂
ｃ
。 ［巻
（9］
◯96　
土
－房
－若犯之、有失地之君、其分國有兵、女主憂。
［巻
9］
・
　
土入
－房
－若犯之、
有失地之君、其分國有兵、女主憂。
［大本、巻
（9］
⟹76　
塡星逆行守
－房
－、其分野兵起、𥼆貴、不出一年。 ［巻
（（］
ａ「功」の後、大本には「又曰有大赦其國有兵又曰人
『海中占』の輯佚
一〇一
主無下堂又爲天下諸矦相謀慮道不通又曰胡兵發又曰南爲旱北爲水竝在宋地」とあり、恒本には「一曰人主無下堂又爲天下諸侯相謀慮道不通又爲邊兵發一云南爲旱北爲水竝在宋地」 「填星守房爲天下飢人相食死者不葬」とある。
　
ｂ「地若」 、大本は「地之君」に、恒本は「地
若」に作
　
ｃ「主憂」 、大本は「主有憂」に作る。
257　
塡星犯
－天王
－、王者絶嗣。犯
－太子
－、太子不得代。犯
－庶子
－、庶子
不利
ａ
。 ［巻
（9］
ａ
 この一文、大本にはなし。
258　
塡星出入留舍
－心
－、二十日不下、且有急令。三十日不下、有名
人死者
ａ
。四十日不下、其國大空、民亡、去其室堂
ｂ
。 ［巻
（9］
259　
塡星留逆犯守乘凌
ｃ
－心
－、王者
ｄ
宮内戰
ｅ
亂、臣下有謀易立天子、權
在宗家得勢大臣。 ［巻
（9］
◯97　
土逆行守
－心
－……天子宮中有賊臣、謀昜主。
［巻
（0］
ａ「者」 、大本にはなし。
　
ｂ「其室堂」 大本、恒本は
「有空室」に作る。
　
ｃ
 恒本は「陵」に作る。
　
ｄ「王
者」 、大本は「者王」に作る。
　
ｅ「内戰」 、大本は「有
内賊」に作る。
260　
塡星守
－尾
－、髙田不得食。下田荒
ａ
、人民飢。
［巻
（9］
◯98　
鎭星守
－尾
－、……髙田不得食。下田荒、人大飢。
［巻
（0］
⟹77　
塡星入留舍
－尾
－、經廿日已上、其分野出大將軍者、不出半周。
［巻
（（］ａ「荒」 、恒本にはなし。
261　
塡星守
－箕
－、有大喪、有土功
ａ
事ｂ
。［巻
（9］
◯99　
鎭星守
－箕
－……有大喪、土功興。一曰、人主有謀。 ［巻
（0］
262　
塡星出入舍守
－箕
－、兵大起。 ［巻
（9］
⟹78　
塡星出入
－箕星
－、兵起、有水災、多虫蝗、不出半周。 ［巻
（7］
ａ
 大本は「工」に作る。
　
ｂ「事」の後、大本には「一
曰有水灾因之起兵五穀萬物不成」 「一曰人主有陰謀事」とあり。
263　
塡星守
－牽牛
－、爲牛多疾。一曰、
兵起凶、關東
ａ
憂、雨雪、
大人
疾、民人疫
ｂ
。［巻
（0］
◯100　
鎭星守
－牽牛
－……兵起 憂寒、人疫。
［巻
（（］
◯101　
鎭星守
－牽牛
－……雨雪、人飢。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「來」に作る。
　
ｂ
 大本は「疾」に作る。
264　
塡星守
－須女
－、陰山水出、廬宅壞、天下多土功事
［巻
（0］
◯102　
土守
－須女
－、之陰山水出、壞城廓、天下多土工。一曰、后有子
喜、 土入
－女
－、 天子納羙女。
　
土逆行
－女
－、 天子不親政事。 ［巻
（（］
一〇二
⟹79　
塡星守
－須女
－、色赤靑、經七十日不下、其國山崩、水出、宅壞、
天下多土功事。
［巻
（0］
265　
塡星守
－虛
－、人民不安、多妖言。
［巻
（0］
◯103　
鎭星守
－虛
－……人不安、多妖言。
［巻
（（］
266　
塡星入
－虛
－、犯守之 當有急令。星
ｂ
行疾而入、必有客兵、斧鑕
ｃ
用、不出其年。 ［巻
（0］
ａ
 大本は「蘆」に作る。
　
ｂ「星」 、大本にはなし。
　
ｃ
「兵斧鑕」 、大本は「斧鉞」に作る。
267　
塡星守
犯ａ
、
兵起南方。一曰、
野物入國
庫、人君戮、有土功、
爲旱、五穀不實、民人不安寧、民流亡、且
ｂ
有疾。 ［巻
（0］
◯104　
鎭星守
－危
－……兵起南方、野物入國、民流亡。
［巻
（（］
268　
塡星入
－危
－、留守之、
其國破亡、有流血、將軍戰死、亡地五百
里、必有徙王、期三年。
［巻
（0］
◯105　
土入
－危
－而留守之……其國破亡、有流血、將軍戰死、亡地五百
里、有徒王 期三年。
［巻
（（］
◯106　
土𨒫行
－危
－、女主先不謹。 ［巻
（（］
ａ「犯」 、恒本は「犯危」に作る。
　
ｂ
 大本は「民」に
作る。
269　
塡星守
－營室
－南、則
ａ
主賜金錢。 ［巻
（0］
ａ「南則」 、恒本は「而角」に作る。
270　
塡星潤澤出
－奎
－、有善令。其變
色ａ
入
－奎
－、有
僞ｂ
令來者。若出
－奎
－、
有僞令、出使者。 ［巻
（（］
ａ「其變色」 、大本は「變色其」に作る。
　
ｂ「僞」 、大
本は「僞僞」に作る。
271　
塡星之
－婁
－、五穀豐熟、人民息、天下安。
［巻
（（］
⟹80　
塡星犯守
－婁
－、五穀豐、人民息、天下安平。
［巻
（（］
272　
塡星出入留
舍ａ
－婁
－、天下且起兵。一曰、外國兵來、入
邊ｂ
。 ［巻
（（］
◯107　
土之
－婁
－、……五谷熟。若守之、不失其行、天子憂賢、下士同
心。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「守」に作る。
　
ｂ「來入邊」 、大本は「來
入」に、恒本は「大入」に作る。
⟹81　
塡星入乘羸
－畢
－、經歳、其邦貴人多軍、出戰必勝。 ［巻
（9］
⟹82　
塡星暈
－觜
－ 參
－、再重有珥、天下大風、萬物傷、雷電不止、不
出二年。 ［巻
（0］
273　
土星守
－參
－、軍破國亡。
［巻
（（］
『海中占』の輯佚
一〇三
◯108　
鎭星守
－参
－……其下軍破國亡。一曰、后夫人當之。一曰、大臣
出使、有外兵。 ［巻
（（］
274　
塡星守
－輿鬼
－、出其東、水。出其北、旱。 ［巻
（（］
・
　
大人憂、宗廟改。一曰、王死、又爲大人有祭祀之事。 ［大本、巻
（（］
275　
塡星守
－柳
－、宮中大亂以相驚、若有土功事。
［巻
（（］
◯109　
鎭星守
－柳
－……宮中大亂、相驚、有土工事。一曰、女主不敬祭
祀、多水灾。 ［巻
（8］
276　
塡星犯守
ａ
－大角
－、臣謀主者
ｂ
有兵起、人主憂。王者戒愼左右、期
不出百八十日
ｃ
、遠一年。 ［巻
（（］
ａ「守」 、恒本にはなし。
　
ｂ
 恒本は「若」に作る。
　
ｃ
「百八十日」 、大本は「百八十」に、恒本は「一百八十日」に作る。
277　
塡星守
－候星
－、陰陽不和、五穀傷、人
ａ
大飢、有兵起。 ［巻
（（］
ａ「人」 、恒本は「人民」に作る。
278　
塡星守
－建星
－、田宅大貴。一曰、在陽賤。在陰貴。 ［巻
（（］
279　
塡星入
－河鼓
－、
大將有受賜地者、
期百八十日、遠一年。 ［巻
（（］
◯110　
鎭星入守
－河
鼓
－……
大将有錫土受封者。若犯之、將軍憂。 ［巻
（8］
280　
塡星入
－五車
－、
兵大起、車騎行、五穀不成、天下民飢、若軍絶
糧。
［巻
（（］
◯111　
鎭星入
－五車
－……兵火起、車騎行、五谷不成、天下飢、軍絶粮。
［巻
（（］
281　
塡星犯
ａ
－天牢
－、王者以獄
ｂ
爲弊。貴人多有繫者。 ［巻
（（］
ａ「犯」 、恒本は「犯守」に作る。
　
ｂ「以獄」 、大本は
「少微」に作る。
282　
塡星犯守
－亀
星
－、天下有水旱之災。守陽、則旱。守陰、則水。
［巻
（（］
283　
塡星入
－杵星
－、若守之、天下有急發米
ａ
之事、不出其年。 ［巻
（（］
ａ「米」 、大本にはなし。
284　
塡星入守
－羽林
－、有兵起。若逆行變色、成勾己、天下大兵、關
梁不通、不出其年。 ［巻
（（］
285　
塡星守
－土司
空
－、其國以
土ａ
起兵。若有土功之事、天下旱。 ［巻
一〇四
（（］
ａ
 大本は「玉」に作る。
286　
塡星守
－參旗
－、兵大起、弓弩用、士將出行。一曰、弓矢貴
ａ
。 ［巻
（（］
ａ
 この一文、大本は「黄帝占曰」として引用し、 「守」
は「犯」に、 「用士」は「用事士」に作る。
太白占
287　
太白光明、見影。戰當太白者、將軍增爵、主增壽。 ［巻
（（］
288　
太白色赤、
淳ａ
得食。白、
淳ａ
有喜。蒼、憂。蒼
ｂ
黑、爲死。 ［巻
（（］
289　
太白十二芒
ｃ
鈎、不可以戰。 ［巻
（（］
290　
太白有五角、立將帥
ｄ
。六角、有取國地。七角、伐王。
［巻
（（］
◯112　
太白五角、有立將。六角 有取國。七角、成王。四角、有赦。三角而動、有反城、胡兵起。 ［巻
7］
291　
主好
ｅ
聽䜛
ｆ
、廢直大臣、女子爲政、刑法誅殺、不以道理、則太
白逆行、天鳴地坼、歳多暴風、
大ｇ
水、庶民負子而逃、孕多死、
麥豆不收
ｈ
。 ［巻
（（］
292　
太白出、 上不下、留桑
ｉ
榆門。病其下國
ｊ
。 ［巻
（（］
◯113　
戰而 當其軍 、有光勝。 變色而逆行、不可戰。 ［巻
7］
ａ
 恒本は「浮」に作る。
　
ｂ「蒼」 、大本にはなし。
　
ｃ

大本は「世」に作る。
　
ｄ「帥」 、大本にはなし。
　
ｅ

大本は「奸」に作る。
　
ｆ「讒」 、大本は「讒言」に作
る。
　
ｇ「風大」 、大本は「風而大」に作る。
　
ｈ「收」 、
大本にはなし。
　
ｉ
 恒本は「東」に作る。
　
ｊ「病其下
國」の句、大本は「晉灼曰 として引用。
293　
太白犯
－右角
－、將軍有憂、若兵起。一曰、有旱災。 ［巻
（7］
294　
太白守
－左角
－ 右角
－、
其色黃白、
小ａ
旱、
民小厲。其逆行、即旱。
其還、立雨。糴如故。 ［巻
（7］
◯114　
太白守
－左角
－、
色黃白、小旱。逆行、太旱。其復也、即雨。
［巻
8］
295　
太白守
－角
－、
爲兵、西北行、其色黃、大臣增地。赤色、臣欲
ｂ
反
其主。
［巻
（7］
◯115　
太白守
－角
－……兵西行。太白色黃、 大臣有喜色。赤、 臣欲反主。
［巻
8］
⟹83　
太白守
－右角
－、
其分、兵西北連。色黃、大臣益地。色赤、臣欲
反其主。
［巻
（（］
296　
太白犯
ｃ
守
－左角
－、大人自將兵於野、臣有謀主者。 ［巻
（7］
⟹84　
太白乘
－右角
－、其分野外兵竝連起、不出一年。 ［巻
（（］
⟹85　
太白守
－左角
－、其色黃而經九十日、又逆行、失度在
－軫
－、留一旬、
君臣不和、天下諸侯爭位、百姓飢、大水傷穀、不出一年。 ［巻
『海中占』の輯佚
一〇五
（（］
ａ「白小」 、恒本は「白則小」に作る。
　
ｂ
 大本は「故」
に作る。
　
ｃ「犯」 、大本にはなし。
297　
太白入
－亢
－、有喪。 ［巻
（7］
298　
太白守
－氐
－、有兵不行在西南。 ［巻
（7］
◯116　
太白守
－氐
－……兵起而 。
［巻
9］
・
　
天下大旱、所在不收。 ［ 『後漢書』天文志、劉昭注
ａ
］
ａ「閏月辛亥、水金俱在氐」の注。
⟹86　
太白居舍
－房星
－、其國有大喪、大臣戮死者、不出一年。 ［巻
（（］
299　
太白入
－鈎鈐
－、
ａ
王室大亂。 ［巻
（7］
ａ
 大本は「鈴」に作る。
300　
太白入
－心
－、有白衣之衆、又爲喪。 ［巻
（7］
301　
太白犯
－心
－、
天子立、后
絶ａ
嗣、
犯
－太
子
－、太子不得
代ｂ
、
犯
－庶
子
－、
庶子
ｃ
不利。
［巻
（7］
◯117　
太白犯
－心
－……天子絶嗣、
犯
－太子
－、太子不立、
犯
－庶子
－、庶子憂。
［巻
（0］
302　
太白守
－心
－、不出一年、有大兵 多禍殃、在貴人傍。 ［巻
（7］
◯118　
太白守
－心
－……不出一年、貴臣 左右 大兵。
［巻
（0］
ａ「后絶」 、恒本は「後乏」に作る。
　
ｂ「得代」 、大本
は「淂伐」に作る。
　
ｃ「庶子庶子」 、大本は「庶子」
に作る。
⟹87　
太白入守居舍
－尾
－、經一旬、其國以水兵大戰、不出二年。 ［巻
（（］
303　
太白守
－箕
－、天下有兵。若角動、天下無所定。
［巻
（7］
◯119　
金守
－箕
－……天下有兵。若角動、天下無所定。
［巻
（0］
304　
太白入
－南斗
－、將相有黜者。一曰、有被殺者。 ［巻
（8］
◯120　
太白入
－斗
－……將相有殺者。
［巻
（0］
305　
太白入
－牽牛
－、爲天下牛車有急行。
［巻
（8］
◯121　
金入
－牛
－……天下牛車急行。
［巻
（（］
306　
太白提
－牽牛
－出入、萬物死。 ［巻
（8］
307　
太白出入留舍
－牽牛
－、
ａ
三十日不下、牛大貴。 ［巻
（8］
308　
太白犯守
－牽牛
－、諸侯不通。 ［巻
（8］
309　
太白守
－天閑
－、
ｂ
二十日、大赦。 ［巻
（8］
310　
太白守
－牽牛
－、其國兵
ｃ
起、期六十日。又曰、妖言無已。 ［巻
（8］
311　
太白守
－牽牛
－、爲犧牛疾疫。 ［巻
（8］
◯122　
太白守
－牛
－……有赦。 ［巻
（（］
一〇六
◯123　
金犯
－牛
－……關梁道路不通、國易政、将軍爲亂、大人憂、國大
兵。 ［巻
（（］
ａ「牽牛」 、恒本は「牽牛中」に作る。
　
ｂ
 大本は「關」
に作る。
　
ｃ「其國兵」 、大本は「兵章竝」に作る。
312　
太白守
－須女
－、兵起鏘鏘、東
ａ
北行、有嫁女娶婦之事。
［巻
（8］
⟹88　
太白守
－須女
－、經七十日、一運二夕、
兵起、有嫁女之事、
不出
三年。 ［巻
（0］
ａ
 恒本は「乘」に作る。
313　
太白入
－虛
－、
不出九十日、有大赦
遍天下、天下欲從。 ［巻
（8］
◯124　
金入
－虛
－……不出九十日、有大赦。
［巻
（（］
314　
太白提
－虛
－出入、大臣謀主、政急。 ［巻
（8］
◯125　
太白出入留舍
－虛
－……君令急大、有陰謀。 ［巻
（（］
315　
太白守
－虛
－、兵起東北、敵人
ａ
出、楚呉亦然
ｂ
。 ［巻
（8］
◯126　
太白守
－虛
－……東兆胡爲寇 呉楚兵大起。 ［巻
（（］
ａ「敵人」 、大本は「明大」に作る。
　
ｂ「東北」以下、
恒本では注に作る。
⟹89　
太白亭運留
－東辟
－、經歳、其國三公專執政、民不安、不出半周。
［巻
（（］
⟹90　
太白暈
－東辟
－逆行、其國婦女多死、期三月。 ［巻
（（］
316　
太白出
－奎
－、起兵於國外
ａ
。 ［巻
（9］
317　
太白潤澤
－奎
－、有善令。變色入
－奎
－、有僞令來者。若出
－奎
－、有
僞令、出使者。 ［巻
（9］
318　
太白守
－奎
－、出復入、糴貴、人流、食貴。 ［巻
（9］
319　
太白守
－奎
－、以水起兵國中。
［巻
（9］
320　
太白守
－奎
－、
兵起、
凶。一曰、
聖人出。一曰、
徭大起。
［巻
（9］
◯127　
太白守
－奎
－……國以水兵起。又曰、
徭役大起、聖人出。
［巻
（（］
ａ「國外」 、大本は「外國」に作る。
⟹91　
太白守
－婁星
－、其國小旱、萬物不成。 ［巻
（（］
321　
太白入
－胃
－中、守之、有
ａ
喪。 ［巻
（9］
322　
太白守
－胃
－、有德
ｂ
令、兵革不用、有兵兵不用。
［巻
（9］
◯128　
太白守
－胃
－……有兵不用、有德令。
［巻
（（］
ａ「有」 、大本にはなし。
　
ｂ
 大本は「淂」に作る。
323　
太白守
－昴
－、將軍有
ａ
聚衆。
［巻
（9］
◯129　
太白守
－昴
－……將軍有聚衆。
［巻
（（］
ａ
 大本は「百」に作る。
⟹92　
太白陵亭犯留
－畢
星
－、疾行遅行入
－畢
－口ａ
中、其分大兵起、流血、
大臣與將攻擊、期百廿日。 ［巻
（9］
『海中占』の輯佚
一〇七
ａ
 「口」 、右横に小字で記入。
324　
太白犯守
－附耳
－、
國有讒亂之
ａ
臣在主側、以畋獵惑主
ｂ
者、若相有
喜。
［巻
（9］
⟹93　
太白犯守
－附耳
－、
其國有讒言、内 、侫臣在主側、以田獵惑主
者。若相有憙。
［巻
（9］
ａ「之」 、大本にはなし。
　
ｂ「主」 、恒本にはなし。
⟹94　
太白守運
－觜星
－、經八十日、不出三年、愍帝印發死。 ［巻
（0］
325　
犯
－參
－、有大
ａ
兵、將行。 ［巻
（9］
326　
太白守
－參
－、若大水、在西方。
［巻
（9］
◯130　
太白守入
－參
－……大水、西方尤甚。一曰、爲旱、火之灾、王者
失位、國易政。一曰、有伐國。 ［巻
（（］
⟹95　
太白守
－參伐
－、大水在西方、衛尉將死、期半周。 ［巻
（（］
⟹96　
太白暈
－參伐
－、以九月地動、多水、山崩、女主有喪 明年、五
穀不登、萬民逃遁。 ［巻
（（］
・
　
爲旱。太白守
－參
－、國有反臣。 ［ 『後漢書』天文志中、劉昭注
ｂ
］
ａ
 恒本は「天」に作る。
　
ｂ「二月癸酉、金火俱在參」
の注。
327　
太白犯
－東井
－、人主浮船。
［巻
（0］
◯131　
太白犯
－井
－……人主浮船。
［巻
（7］
328　
太白守
－輿鬼
－、出其南、水
ａ
、出其北、旱
ｂ
。［巻
（0］
◯132　
太白出其南、爲水、出北、爲旱。
［巻
（7］
ａ「南水」 、大本は「南主水」に作る。
　
ｂ「北旱」 、大
本は「北主旱 に作る。
329　
太白逆行入
－柳
－、成鈎已
ａ
、下刑上、臣謀主、民有怨仇
ｂ
、多暴死。
［巻
（0］
330　
太白守
－柳
－、兵大起、一歳罷、若小旱、傷五穀
ｃ
。 ［巻
（0］
◯133　
太白守
－柳
－……兵大起。一曰、歳罷。 ［巻
（8］
ａ
 大本は「紀」に作る。
　
ｂ
 恒本は「愁」に作る。
　
ｃ
「五穀」の後、大本には「田禾」とあり。
⟹97　
太白入暈
－七星
－、再重太陽弱、有變臣、期三年。 ［巻
（（］
331　
太白去
－翼
－一尺、
－翼
－陽也、
太白金陰也、陰來附陽、秦朝楚
ａ
。［巻
（0］
◯134　
太白去
－翌
－一尺……太白陰也、陰來付陽、秦當朝楚。
［巻
（9］
ａ「朝楚」 、大本は「朝楚暮」に、恒本は「當朝楚」に作る。
一〇八
332　
太白犯
－軫
－、將軍爲亂、其國兵起、臣欲謀君、賊人謀貴
ａ
人、兵
死ｂ
。一曰去之一尺、天下大飢、期不出百
ｃ
八十日。 ［巻
（0］
333　
太白守
－軫
－、兵車、四夷
ｄ
兵起。 ［巻
（0］
ａ「貴」 、恒本は「囂」に作る。
　
ｂ「兵死」 、恒本は
「死於兵」に作る。
　
ｃ「百」 、大本は「一百」に作る。
　
ｄ「四夷」 、恒本は「大發四塞」に作る。
334　
太白犯守
－大角
－、臣謀主、有兵起、人主憂、王者戒
ａ
慎左右、期
不出百八十日、遠一年。 ［巻
（（］
ａ「者戒」 、大本は「主誡」に作る。
335　
太白入
－天市
－、
國有謀兵、將相有戮死者、
期百八十日。 ［巻
（（］
◯135　
太白入
－天市
－……國有兵謀、將相有戮死者。
［巻
（（］
336　
太白犯
－帝座
－、大臣爲亂、強臣謀主、有兵、期不出年。 ［巻
（（］
337　
太白犯守
－候
星
－、陰陽不和、五穀
傷ａ
、人民大飢、有兵起。 ［巻
（（］
ａ「五穀傷」 、大本は「五穀不熟禾傷」に作る。
338　
太白犯
－天津
－、關道絶
ａ
不通、有兵起。若關吏憂
ｂ
。 ［巻
（（］
ａ「道絶」 、大本は「梁」に作る。
　
ｂ「吏憂」 、大本は
「吏有憂」に作る。
339　
太白守
－王良
－、三十日、大將亡。一曰、主將皆大亡
ａ
、兵起、車
騎行、期百八十日、遠一年。 ［巻
（（］
ａ「大亡」 、大本は「亡大」に、恒本は「亡」に作る。
340　
太白入守
－天船
－、國有喪、貴臣有戮、期二年
ａ
。 ［巻
（（］
ａ「期二年」 、 本は「期不出二年」に作る。
341　
太白犯
－卷舌
－、有奸
ａ
亂之變。若入之、臣有妄言於君者、若讒臣
謀君、以口舌起兵而亂國者、期百二十日、若
ｂ
一年。 ［巻
（（］
ａ
 大本、恒本は「姦」に作る。
　
ｂ
 大本は「或」に作
る。
⟹98　
太白出入
－五車
－中、朝廷有暴兵、諫臣大起。 ［巻
（（］
342　（ 「太白提天關」の注（地
ａ
氣泄、生相害、萬物大傷。 ［巻
（（］
343　
太白守
－天關
－二十日、大赦。一云、
臣誅
ｂ
主、歳水。一曰、
守之
二十日、兵甲鏘鏘
ｃ
、以水行。 ［巻
（（］
◯136　
太白守
－天關
－……臣謀主、歳大水、守之二十日、
水兵大起、有
大赦。 ［巻
（（］
344　
太白守犯
－天關
－、
ｄ
道絶、天下相疑、有關梁之令。 ［巻
（（］
ａ「地」の前に、大本には「提者」とあり。
　
ｂ
 恒本
『海中占』の輯佚
一〇九
は「謀」に作る。
　
ｃ「鏘鏘」 、大本は「將興」に作る。
　
ｄ「關」 、恒本は「關關」に作る。
345　
太白守
－南河戍
－、
ａ
邊臣有謀
ｂ
。［巻
（（］
◯137　
太白守
－南河
－……邊臣有謀、諸侯起兵、君憂敗亡。 ［巻
（（］
ａ
 大本は「戒」に作る。
　
ｂ「謀」の後、恒本には「若
諸侯兵起君憂若敗亡」とあり。
346　
太白守
－端門
－、若至
－帝座星
－南、禍小。若犯
－黃帝座
－、臣弑主、天
下大亂、不出年
ａ
。 ［巻
（（］
ａ「出年」 、大本は「出其年」に作る。
347　
太白入守
－羽林
－、有兵起、若逆行變色、成勾已
ａ
、天下大兵、關
梁不通、不出
ｂ
其年。 ［巻
（（］
ａ
 大本は「紀」に作る。
　
ｂ「出」 、大本にはなし。
348　
太白守
－北
落
－、
天下有兵、夷狄入塞、
來侵中國、將士出。 ［巻
（（］
◯138　
太白入守
－北落師門
－……天下有兵、夷狄入塞、
北犯之、占同熒
感。 ［巻
（9］
349　
太白守
－土司
空
－、其國以土起兵。若
有ａ
土功之事、天下旱。 ［巻
（（］
ａ「有」 、恒本にはなし。
350　
太白入
－天囷
－、天下兵起、諸侯謀、囷倉庫藏有破者。 ［巻
（（］
351　
太白守
－參旗
－、兵大起、弓弩用、將士出行。一曰
ａ
、弓矢貴。 ［巻
（（］
ａ 「用將士出行一曰」 、 大本は 「大用大將出人生憂」 に、恒本は 困 に作る。
352　
太白犯
－天稷
－、有旱災
ａ
、五穀不登、歳大飢
ｂ
、五穀散出。 ［巻
（（］
ａ「有旱災」 、大本は「主大旱」に作る。
　
ｂ「飢」 、大
本は「飢荒」に作る。
⟹99　
太白呑犯
－九州
－、大臣有罪咎獄囚、期八十日。 ［巻
（9］
⟹100　
太白守
－天節
－、大將以兵相攻擊、血流、君軍負、不出半周。 ［巻
（9］
辰星占
353　
辰星出四孟、爲月食。出四季
ａ
、彗星。 ［巻
（（］
354　
主好
ｂ
破壊名山、壅塞大川、通谷、名水、
則ｃ
辰星不出。歳
ｄ
大旱、
一一〇
草木不長、禽獸牛馬不蕃、五穀不滋、民多病、
體ｅ
癰
疽ｆ
。 ［巻
（（］
355　
辰星逆行一舍、以其時水出
ｇ
。 ［巻
（（］
ａ「季」 、大本は「季爲」に作る。
　
ｂ「主好」 、恒本は
「則生妖」に作る。
　
ｃ「則」 、恒本にはなし。
　
ｄ「歳」 、
恒本は「歳則」に作る。
　
ｅ
 大本は「患」に、恒本は
「休」に作る。
　
ｆ「疽」の後、大本には「不出五十日」
とあり。
　
ｇ「出」の後、大本には「爲災」 、恒本には
「辰星失度不救必有逆主之謀其救也明刑愼罰審法心中無縦繕治城郭可以聘十乘賢廣思行恵則災消矣」とあり。
・
　
天下大旱、五穀不収。一曰、大水。 ［大本、巻
（（］
・
　
天下大旱、所在不收。 ［ 『後漢書』天文志、劉昭注
ａ
］
・
　
辰星守
－氐
－、不七日、有水。守十八日、有兵大起。 ［大本、巻
（（］
ａ「閏月辛亥、水金俱在氐」の注。
◯139　
水入
－房
－、人民有漂流死者。又曰、馬貴。 ［巻
9］
◯140　
辰心犯
－心
－、或乘之……民去其鄉、大雨不可。 ［巻
（0］
◯141　
水星守
－尾
－……兵起、事成下、淺易貴。 ［巻
（0］
⟹101　
辰星入留
－尾
－第八星、經五十日、后皇管政讒妄竝連、大臣隠匿、
不出五年。 ［巻
（（］
356　
辰星守
－牽牛
－、歳多水。民歸兵陵
ａ
、齊燕尤甚。
［巻
（（］
◯142　
水守
－牛
－……大水、民棲丘陵、齊燕尤甚。
［巻
（（］
ａ「歸兵陵」 、大本は「爲兵凌」に、恒本は「歸邱陵」に作る。
357　
天下水雨
ａ
、無濟者、至關東盡然
ｂ
。 ［巻
（（］
◯143　
辰星守
－女
－……天下多雨水、津梁絶不通。 ［巻
（（］
⟹102　
辰星守留
－須女
－、天下多水、不出一年。 ［巻
（0］
ａ「水雨」 、大本は「雨水」に、恒本は「水」に作る。
　
ｂ「無濟者至關東盡然」 、大本は「津梁不通」に作る。
358　
辰星守
－虛
－、
有兵災。丁壯行徭
ａ
、妻子
ｂ
獨居、萬室
ｃ
虛。一曰、
春
旱秋水、五穀不成。
［巻
（（］
◯144　
辰星守
－虛
－……有兵。丁壮行、 寡婦女獨居、 萬徭室空虛。
一曰、
春旱秋水。 ［巻
（（］
◯145　
水中犯凌乘
－虛
－……春旱秋水、五谷不成。若冬守其陽、色赤黃
爲旱、萬物不成、天下兵亂。 ［巻
（（］
ａ「徭」 、大本は「徭役」に作り、恒本にはなし。
　
ｂ

『海中占』の輯佚
一一一
大本は「女」に作る。
　
ｃ「室」 、大本は「空室」に、
恒本は「室皆」に作る。
359　
辰星守
－危
－、天下兵大發。 ［巻
（（］
⟹103　
辰星守乘
－東辟
－、其國秋多寒、民病瘧、期一月。 ［巻
（（］
360　
辰星潤澤出
－奎
－、
ａ
有差令
ｂ
。變色入
－奎
－、有爲
ｃ
令來者。出
－奎
－、有爲
令出使者。 ［巻
（（］
ａ「奎」 、大本は「入奎間天子」に作る。
　
ｂ「差令」 、
大本は 善令偃武修文若」に、恒本は「盗令」に作る。
　
ｃ
 恒本は「僞」に作る。
⟹104　
辰星乘舍居
－婁
－、經旬、民自相攻擊、流血、道中多死、不一年。
［巻
（（］
⟹105　
辰星廻運暈
－婁
－、其國五穀不生絲麻、大、人多死 不出二年。
［巻
（（］
361　
民人大飢、亂。 ［巻
（（］
◯146　
辰星守
－胃
－……民爲亂。 ［巻
（（］
362　
入
－畢
－中ａ
、有兵。一曰、歳熟。 ［巻
（（］
⟹106　
辰星入
－畢
－中、有兵、大將與大臣相攻擊、不出半周。 ［巻
（9］
ａ「中」 、恒本は「中爲」に作る。
363　
守
－觜
－中、有兵。 ［巻
（（］
⟹107　
辰星
－參伐
－、衛尉死、不出半周。 ［巻
（（］
364　
守
－伐
－、衛尉當之。 ［巻
（（］
365　
守
－輿鬼
－、出其南、水、出其北、旱。
［巻
（7］
◯147　
水守
－鬼
－、出其南、水 出其北、旱。
［巻
（7］
366　
守入
－鬼
－、大人
ａ
憂ｂ
。 ［巻
（7］
⟹108　
辰星
－輿鬼
－、貴人有惨、貴百八十日。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「臣」に作る。
　
ｂ
 この一文、大本にはなし。
367　
入
－天庫
－、
ａ
以水起
ｂ
。［巻
（7］
◯148　
水入
－柳
－……以水起兵。 ［巻
（8］
ａ「入天庫」 、大本は「辰星入柳天庫者」に作る。
　
ｂ
「起」 、大本は「起兵」に作る。
368　
大臣凶、貴人有罪、若
ａ
法官有憂。 ［巻
（7］
ａ
 大本は「執」に作る。
369　
有兵灾、若
ａ
大水在北方、五穀不成。 ［巻
（7］
一一二
◯149　
辰星守
－翌
－……大水災在北方。
［巻
（9］
ａ
 大本は「或」に作る。
370　
辰星守
－大角
－、臣謀主。有兵起、人主憂、王者戒愼左右。期不
出百八十日、遠一年。 ［巻
（8］
371　
辰星犯守
－候
星
－、陰陽不和、五穀
傷ａ
、人民大饑、有兵起。 ［巻
（8］
ａ「傷」 、大本は「不成」に作る。
372　
辰星犯
ａ
－天津
－、關道
ｂ
不通、有兵起、若
ｃ
關吏有憂。 ［巻
（8］
ａ「犯」 、大本は「入犯乘守」に作る。
　
ｂ
 大本は「梁」
に作る。
　
ｃ
 大本は「及」に作る。
373　
兵大起、車騎行、五穀不成、天下民饑、若軍絶糧。 ［巻
（8］
374　
辰星守犯
－天關
－、道絶、天下相疑關梁之令。 ［巻
（8］
375　
辰星犯守
－亀
星
－、天下有水旱之災。守陽、即旱。守陰、即水。
［巻
（9］
376　
辰星入
ａ
－杵星
－、若守之
ｂ
、天下有急發之事、不出其年
ｃ
。 ［巻
（9］
ａ「入」 、大本は「入守犯」に作る。
　
ｂ「若守之」 、大
本にはなし。
　
ｃ「之事不出其年」 、大本は「粟期年内」
に、恒本 之事不出期年」に作る。
377　
入犯守
－羽林
－、有兵起。若逆行
ａ
變色、成勾已、天下大兵、關梁
不通、不出其年。 ［巻
（9］
ａ「行」 、恒本 はなし。
378　
辰星守
－土司
空
－、其國以土起兵。若有土
功ａ
之事、天下旱。 ［巻
（9］
ａ
 大本は「工」に作る。
379　
辰星守
－參旗
－、兵大起、弓弩用、士將出行。一曰、弓矢貴。 ［巻
（9］
380　
辰星
守ａ
－天
稷
－、有旱
災ｂ
、五穀不登、歳大
饑ｃ
。一曰、五穀散出。
［巻
（9］ａ「守」 、大本、恒本は「犯守」に作る。
　
ｂ「有旱災」 、
大本は 主大旱」に作る。
　
ｃ「歳大饑」 、大本は「大
飢荒」に作る。
東方七宿占（角、亢、氐、房、心、尾、箕）
『海中占』の輯佚
一一三
⟹109　
－左角
－三日不見、下臣謀上臣殺主、不出二年。 ［巻
（（］
⟹110　
黑氣出
－右角
－、其分戰負、不出七十日。 ［巻
（（］
381　
－亢
－三光也。三公之事。下者、 地也。
中央者、 丞相也。
主享祠。
一曰、亢亦爲疏
廟ａ
。一名天庭、主火與疾、故亢
龍ｂ
多疾。 ［巻
（0］
382　
－亢星
－齊明、
宗廟有敬、朝廷有序。星不明、則輔臣失次、君令
不行。
［巻
（0］
◯150　
－亢
－者天帝廟、宮天子内朝。中央丞相也。主亨祀主疾。亢星齊
明、則宗廟有敬、朝廷有序、輔臣盡忠、民無疾病。亢星不明、則輔臣失職、君令不行、有内亂 動搖 拆 或移徙、則人疾病。垂芒、則國政錯亂離落。位直 則兵起有戰。不見、則水旱爲灾、天下鼎沸。 ［巻
8］
383　
－亢星
－不明、王者内亂。星明
ｃ
大、輔臣納忠、天下平安
ｄ
。 ［巻
（0］
384　
－亢
－爲
ｅ
朝廷布政宮
ｆ
。 ［巻
（0］
⟹111　
－房星
－暈七重有珥背 其分野后妃淫泆死、諸侯印封、天子相攻、
不出三年。 ［巻
（（］
⟹112　
赤黑白氣入
－尾
－、其邦有兵。 ［巻
（（］
ａ「亦爲疏廟」 、大本は「名府疏庭」に、恒本は「一名天府一名疏廟」に作る。
　
ｂ
 大本は「動」に作る。ｃ
「星明」 、大本は「星若明」に作る。
　
ｄ「安」の後、大
本には「亢星明大民無疾疫亢星乘芒爲亂錯亢星離落位直天子動旅而卒戦於野亢 國有疾占在亢」とあり。
　
ｅ「亢」の前、大本には「秋分視亢不見五穀盡傷糴貴二倍亢爲朝廷總領四海故置平星以疏理」とあり。
　
ｆ

恒本は［官］に作る。
北方七宿占（斗、牛、女、虚、危、室、壁）
⟹113　
－須女
－色黑赤、東南星靑乍羸息者、大國大飢、民流亡。 ［巻
（0］
⟹114　
－東
辟
－七變運夕、失位、經六辰、下臣凶、反強兵謀誅其天子、
不出二年。 ［巻
（（］
⟹115　
黑氣出
－東辟
－中、有兵憂。 ［巻
（（］
⟹116　
白赤 如席状入
－東辟
－、繞女后、後宮在伏兵、謀其君、不出
一年。 ［巻
（（］
西方七宿占（奎、婁、胃、昴、畢、觜、参）
385　
天ａ
子孝、則
ｂ
－婁星
－明大、天下太平。
［巻
（（］
⟹117　
－婁星
－象明暉、天子孝、則
－婁星
－明大、天下和平。
［巻
（（］
⟹118　
－婁星
－晝見、逆臣印呑、天子欲變。 ［巻
（（］
386　
－胃星
－明大、王者須
ｃ
祀、則壽命長、子孫昌。 ［巻
（（］
⟹119　
－畢星
－暈二夕一運、其國有賢臣 下政正平。 ［巻
（9］
⟹120　
黃白氣入
－畢
－中、其歳大人、必有生者、天下有憙。出畢、天子
出、田饗民。 ［巻
（9］
⟹121　
－觜
星
－近
－參
－左肱、臣謀其君、若執主之命奪、主之威。近右肱、
大臣謀伐其君、若有大命。 ［巻
（0］
一一四
⟹122　
－觜星
－不視、君臣不明、大將有两心、不出一年。 ［巻
（0］
⟹123　
黑白氣入
－觜
－中、其國王侯、有疾軍敗、大將有憂。 ［巻
（0］
⟹124　
蒼白氣入
－參
－、馬爲亂。出若環繞
－參
－、天子起邊城。 ［巻
（（］
ａ「天」の前、大本、恒本には「婁星動有聚衆之事」とあり。
　
ｂ
 恒本は「者」に作る。
　
ｃ
 恒本は「修」
に作る。
南方七宿占（東井、鬼、柳、七星、張、翼、軫）
387　
－井鉞
－一星、司淫奢。其星不欲明、明則斧鉞用、以斬伏誅之臣。
［巻
（（］
388　
－張星
－不明、王者少子孫。 ［巻
（（］
石氏中官占
389　
－七公
－、七輔也。上星、
－上公
－。次星、
－次ａ
公
－。下星、
－下公
－。各以
其次第
ｂ
齊明、輔臣居其常職。其星不明者、各以
ｃ
其次、輔臣有
黜、若有罪、期不出年。 ［巻
（（］
390　
－東咸西咸
－、星明而行列、
王ｄ
者威令行、妃后守其宮。其星微小、
而不行列、若亡不見 人主威弱、女主自恣、奢淫無度、防守者憂。若宮人有罪。一曰
ｅ
、貴女有黜者。 ［巻
（（］
391　
－斗建
－者、陰陽始終
ｆ
之門、
大ｇ
政升平之所、起律曆之本原
ｈ
也。 ［巻
（（］
392　
－駟ｉ
馬不動
－、天子安宮。 ［巻
（（］
393　
－天將
ｊ
軍星
－動搖
ｋ
、天子自將兵
ｌ
出。 ［巻
（（］
◯151　
－天大將軍
－動搖、 則天子自將、 將其左右星曰
－旗
－、 芒角所指者敗。
一曰、
－天大將軍
－明、
則將武兵精、暗則兵羸將袪。星亡則將死。
［巻
（0］
・
　
－大將
軍
－搖動、則
天子自將兵
－左右
旗
－、芒角所指者敗。一曰、
明則將武兵精、暗小則兵羸將弱、
木入大將吉、火金土入守、
兵起、彗孛出
－大將
－反犯之、將軍死、敗散也。 ［ 『武備志』巻
156］
⟹125　
三光失節
－南北門
－度、登不入、天下内亂 下賤管政、直臣爲黜。
［巻
（（］
⟹126　
－三善
－上階不見、指逆動搖、太子有謀。 ［巻
（（］
⟹127　
－輔星
－斗避運鬲色、亡其國、貴人多死、赤地千里。 ［巻
（（］
ａ
 恒本は「中」に作る。
　
ｂ
 恒本は「占」に作る。
　
ｃ
大本、恒本は「依」に作る。
　
ｄ
 恒本は「主」に作る。
　
ｅ
 恒本は「名」に作る。
　
ｆ
 「始終」 、大本、恒本は
「終始」に作る。
　
ｇ
 恒本は「七」に作る。
　
ｈ
 大本は
「源」に作る。
　
ｉ
 大本、恒本は「四」に作る。
　
ｊ「天
將」 、大本は「天大將」に作る。
　
ｋ「動搖」 、恒本は
「搖動」に作る。
　
ｌ「自將兵」 、大本は「自兵將」に、
恒本は「有將兵」に作る。
⟹128　
－漸
䑓
－色奄登昌光、其國邑小子爭鬪、起樓亭登辞、天下大驚
三陰二會、有兵起。 ［巻
（8］
『海中占』の輯佚
一一五
石氏外官占
394　
－積卒
－不如其故、兵其
ａ
微細、若不見、兵車盡出、士卒
ｂ
滿野。 ［巻
（8］
395　
－魚
星
－中河而居、而明大 天下大水、津道塞。若微小、出河、
中ｃ
外天下大旱、五穀不成。
［巻
（8］
◯152　
－魚星
－中河而居、則天下大水、津道塞。若出河外、則天下大旱、
五穀不成。一曰、魚亡、則少魚。 ［巻
（7］
⟹129　
－天
倉
－左二星、登上顛亡 不出一年、其國兵飢、人流亡。 ［巻
（（］
⟹130　
－屏星
－登奄、民飢、兵革行。 ［巻
（（］
⟹131　
－天廁
－色黃、君德昌、亦兵象視。蒼黑、大水滿道中 疾病。
［巻
（（］
⟹132　
－狐星
－暈二星、五穀貴、民飢 二旬。 ［巻
（（］
⟹133　
－老
人
－以冬不見、天下大戰 先擧兵勝 後兵大敗 二
年ｄ
。
［巻
（（］ａ「兵其」 、恒本は「其兵出」に作る。
　
ｂ「卒」 、恒本
にはなし。
　
ｃ「河中」 、大本は「河河之中」に、恒本
は「河之」に作る。
　
ｄ
 もと「星」に作り、年と訂正。
甘氏中官占
⟹134　
－河鼓左
旗
－奄亡呑塡星、失度留、經二旬、大將驚率武、大戰、
益地。 ［巻
（8］
⟹135　
－九卿
－色赤、廻位運亡、女主執政、失道、不出一年。 ［巻
（8］
⟹136　
－月星
－光一辰見 七辰不見 賢臣出、善令、則死、天下民人哭、
臣不見。 ［巻
（8］
甘氏外官占
⟹137　
－狗星
－奄竟者、天下狗多死、咋人狂走。 ［巻
（9］
⟹138　
－土公史
－具不見、經二旬、左右尉亭臣有廁、府中儲兵、不出一
旬。 ［巻
（9］
⟹139　
－天狗
－不視、五將無勢、國邊軍大敗。 ［巻
（9］
巫咸内外官占
⟹140　
－軍門
－發奇不見、強軍侵勞門、不出半周。 ［巻
（0］
⟹141　
－鈍頑
－微細奄亡乍不明、主弱、臣奪君、令不行。 ［巻
（0］
⟹142　
－帛度
－彰登、經六十日、諸侯婦賣買、有憂。 ［巻
（0］
⟹143　
－天陰
－不視、女黨淫亂、起近臣通、期二年。 ［巻
（0］
流星占
396　
流星有聲如雷、其音
止ａ
地、野雞盡呴、名曰天鼓。其所止國、
兵大起、必有戰、殭
ｂ
尸滿野、期三年。 ［巻
7（］
397　
名曰否顛。見則其國必有大戰、流血積骨、期
一ｃ
年、遠
二ｄ
年ｅ
。
［巻
7（］
398　
流星紛紛、交
ｆ
行耀目。人君自貴、視臣
ｇ
如草。土臣欲有離散之
一一六
象也。期不出二年。 ［巻
7（］
399　
流星入月中、
星無光、不出其年、亡國
ｈ
。星出、亡國復立。
［巻
7（］
◯153　
流星出月中、
不出其分國亡。若星復出、則國亡復立。
［巻
（（］
⟹144　
彗星 入 星无光、不出一年、國亡。若星出、其國滅亡。
［巻
（］
400　
使星入月中、女主疾
ｉ
。 ［巻
7（］
ａ
 大本は「正」に作る。
　
ｂ
 恒本は「僵」に作る。
　
ｃ

恒本は「二」に作る。
　
ｄ
 恒本は「三」に作る。
　
ｅ

この一文、大本には無し
　
ｆ
 大本は「更」に作る。
　
ｇ
 大本、恒本は「人」に作る。
　
ｈ「亡國」 、恒本は
「國亡」に作る。
　
ｉ「疾」の後、大本には「又奔星入
月中有臣謀其君」 「又使星入月内有君失地者」 「又曰使星入 無光將軍戮期十年」とあり。
⟹145　
－角
－東亭入大流星、經三辰、則女后淫泆、天子與臣撃伐、其臣
流千里、小人爲政、不出五年。 ［巻
（（］
401　
流星入
－亢
－中、幸臣有自殺者、期一年。 ［巻
7（］
402　
流星絶
－鈎鈐
－、
ａ
主有奔馬則敗。
［巻
7（］
⟹146　
流星絶
－鈎鈴
－、其主犇馬之敗、不出一年。 ［巻
（（］
⟹147　
流星出從
－箕
－中入
－房
－、曰道強、兵暴内國、堺來大戰、期六十日。
［巻
（7］
403　
流星入
－南斗
－、當有隣國使來、不出百八十日
ｂ
。 ［巻
7（］
◯154　
流星入
－虛
－、兵聚其下。 ［巻
（（］
⟹148　
流星出
－婁
－入
－胃
－中、於河中流、多死者、期八十日。 ［巻
（（］
404　
流星入
－畢
－、其君有大憂、先起兵
ｃ
者、兵破亡、若有逐
ｄ
相、以其
入日占、期百八十日、遠一年
ｅ
。 ［巻
7（］
⟹149　
使星
－觜
－
參
－之間、其國無髪人與大將謀君、期九十日。 ［巻
（0］
⟹150　
流星入
－七星
－中、諸侯多飢死。 ［巻
（（］
405　
流星入
－翼
－、其國用兵、大臣有憂。若抵
－翼
－、天下
ｆ
尊諸侯、期百
八十日
ｂ
。 ［巻
7（］
ａ
 大本は「鈴」に作る。
　
ｂ「百八十日」 、大本は「半
年」に作る。
　
ｃ「起兵」 、大本は「兵起」に作る。
　
ｄ

大本は「遠」に作る。
　
ｅ「遠一年」 、大本は「遠不出
一年」に作る。
　
ｆ「天下」 、大本は「天子」に、恒本
は「天子下」に作る
406　
流星入
－女
牀
－、後宮有憂、貴女當有暴誅者、期百八十日。 ［巻
7（］
407　
流星入
－宗正
－、左右貴臣多死、若帝宗后族有黜 、
遠一年。 ［巻
7（］
408　
流星入
－河鼓
－、有兵起 大將出。若抵之 有死將、隨其所犯將
當之、期一年、遠二年。大星爲大將。小星爲小將。 ［巻
7（］
409　
流星入
－天津
－、水道不通、梁塞若
ａ
津渡有憂。 ［巻
7（］
『海中占』の輯佚
一一七
⟹151　
飛星出
－騰虵
－、諸侯暴死。 ［巻
（0］
・
　
流星入
－天將軍
－、大將驚出。 ［恒本、巻
7（］
410　
流星入
－太微
－、有兵起、外國當以兵至、
及ｂ
有使來者
ｃ
、不出其年。
［巻
7（］
411　
流星出
－太微
－端門、 天子之使出。各以所之野命其國、 期不出年。
［巻
7（］
412　
流星入
－上台
－、司命大臣有罪 若有死
ｄ
。流星出之、近臣有出者、
期二年。 ［巻
7（］
413　
流星出
－紫宮
－、
人ｅ
主宮殿空、若有徙王
ｆ
、不則
ｇ
出走、期三年。 ［巻
7（］
◯155　
大流星出
－紫微
宮
－中、天子出走、不則宮中、有徒室、期三年。
［巻
（（］
⟹152　
使星入
－紫宮
－左、匈奴強兵起内侵、將軍戰呑血、不出二年。 ［巻
（（］
◯156　
流星抵
－天一
－……冬澇憂旱、萬物不成 穀貴疫。一曰、兵起不
戰。 ［巻
（（］
ａ「梁塞若」 、大本は「梁塞」に、恒本は「關梁塞若」に作る。
　
ｂ「以兵至及」 、大本は「以兵急」に、恒本
は「其兵急」に作る。
　
ｃ「來者」 、恒本は「者來」に
作る。
　
ｄ「死」 、大本は「死者」に作る。
　
ｅ「宮人」 、
大本は「宮奔人」に作る。
　
ｆ「宮殿空若有徒王」 、大
本は「有徒宮殿王」に、恒本は「宮殿若有遷徙」に作
る。
　
ｇ「不則」 、大本にはなし。
414　
流星抵
－魚星
－、天下水、魚鹽貴。星
ａ
若出之、天下旱、魚行人道。
［巻
7（］
415　
流星入
－參
旗
－、兵大起 弓弩用。流星出之 將軍出、兵士行、
期二年。 ［巻
7（］
⟹153　
天狗入
－狐
－中、太子有喪、大臣爲疾病、北方將失地。 ［巻
（（］
416　
流星抵
－老
人
－、天下多病、老人不安。一曰、
大兵起、老者行。
［巻
7（］
◯157　
流星抵
－老人
－、大兵起 老者行。
［巻
（（］
⟹154　
枉矢犯
－老
人
－、天下 、起天子爲將 大戰、士率多死 ［巻
（（］
ａ「星」 、大本にはなし。
⟹155　
流星色靑赤光、從
－亢
池
－起入
－攝
提
－之間、諸侯以逆、謀呑天下。
［巻
（8］
⟹156　
流星入
－三公
－、 客諸侯内宮、 出流星
－三公
－旁入
－斗
－魁、 大臣有擊者、
不出六十日。 ［巻
（8］
⟹157　
流星色赤、光貫
－天席
－中
ａ
、不出二年、光武帝失位。 ［巻
（8］
⟹158　
流星入
－積水
－中、其國水浮、使急詣帰。 ［巻
（8］
⟹159　
流星入貫
－天河
－、 天子使者、 宮中死。出
－天河
－旁、 諸侯使道中死、
不出半周。 ［巻
（8］
一一八
ａ「天席」 、帝席のことか。
⟹160　
流星色赤、大光入
－鈇鑚
－中、不出三日、大臣暴死。 ［巻
（9］
⟹161　
流星入
－天廟
－中、諸侯使詣。出
－天廟
－中、下賤侵内。 ［巻
（9］
客星占
417　
德星守
－建星
－、君臣俱明、天下更平
ａ
、五榖更興
ｂ
。 ［巻
77］
418　
星入月中、其國若
ｃ
有憂。一曰、不出三年、臣勝其主。 ［巻
77］
ａ「平」 、大本にはなし。
　
ｂ「更興」大本では注に作
る。
　
ｃ
 大本は「主」に作る。
419　
赤星入
－右角
－、兵吏有置兵軍受命者。 ［巻
78］
420　
大赤星出
－右角
－、國門有出兵。
－左角
－、國入
ａ
兵。 ［巻
78］
◯158　
大赤星出
－右角
－、
國兵出。黃星出
－右角
－、國有驚、不戰受地。白
星、不戰而退。靑黑星、戰不勝。
［巻
8］
・
　
大赤 出
－右角
－、
兵出。黃星、出國、有驚、兵不戰受地。白星、
不戰而退。靑黑、不勝。守
－左角
－、赤、大旱、獄多死。守右角、
黑、大水。 、多暴虐事。
－亢
－ 角
－間、赤、
有圍邑、
大臣盜。
白有兵。 ［ 『管蠡匯占』巻
（］
421　
赤星出
－角
－ 亢
－間、國
ｂ
邑有圍者。
［巻
78］
422　
黃星起
－右角
－、之
－左角
－、尉理
ｃ
受執。 ［巻
78］
⟹162　
客星色赤、入
－右
角
－、其吏亭官有兵。若出
－左
角
－、將兵戰流血、
期一年。 ［巻
（（］
⟹163　
客星色黃、出
－兩
角
－間、有貴、客來、其國之見君廟、期八月。
［巻
（（］
423　
客星數入
－亢
－、國疾
ｄ
疫。出
－亢
－、疾已。
［巻
78］
◯159　
客星入
－亢
－、有疾疫、復出之、則疾已。或曰、有來使受命于朝。
又曰、八榖傷士卒、出有戰、期不出九十日。 ［巻
8］
424　
大赤星從
－角
－就
－亢
－、人主遇賊。 ［巻
78］
425　
客星出
－亢
－、若守之。其國大旱、五榖傷、貴人去其郷、人民流
亡。若
ｅ
芒角變色、地動爲害、期三年。
［巻
78］
◯160　
客星出
－亢
－……其國大旱、榖傷 貴人去其郷。若有芒角、地動、
期三年。
［巻
8］
426　
客星犯守、國多妖祥。
［巻
78］
◯161　
客星守
－亢
－……國多妖。
［巻
8］
427　
大赤星入
－氐
－、卒
ｆ
大出。 ［巻
78］
428　
客星守
－氐
－、有德令。
［巻
78］
◯162　
客星出
－氐
－……有德令。
［巻
9］
429　
客星犯
－鉤鈐
－、主有犇
ｇ
馬之敗。
［巻
78］
⟹164　
客星犯
－鉤鈐
－、其主有犇馬之敗、不出三年。 ［巻
（（］
⟹165　
客星蝕奇表、亡不見三日、女后與諸侯淫奸謀主、期一旬。 ［巻
（（］
⟹166　
客星留陵舍居
－尾
－九星、經一旬、不出五年、穆帝崩
（（］
⟹167　
客星彗 出
－箕
－中、天下大飢、大臣有見葉損者、不出一年。 ［巻
『海中占』の輯佚
一一九
（7］
430　
客星出入守
－牽牛
－、馬貴
ｈ
、價三倍。 ［巻
79］
◯163　
客星出
－牛
－…人多死。 ［巻
（（］
431　
客星入
－營ｉ
室
－、有軍、軍
ｊ
中大饑、將離散、士卒死亡。 ［巻
79］
◯164　
客星入
－室
－……有軍、軍飢、將士離散。
［巻
（（］
432　
客星出
－婁
－而守之、天下欲有分奪國者。一曰、客欲奪王
ｋ
國邊境
侵地、期一年、遠二年。 ［巻
80］
◯165　
客星出
－婁
－而守之……邊失地、有爭國者
（（］
433　
客星犯
ｌ
－胃
－、有軍發 事。 ［巻
80］
⟹168　
赤客星守
－附耳
－、有邊兵尤甚、諸侯印逆、謀太子。 ［巻
（9］
434　
客星守
－張
－不去、
滿三十日、有亡國、死亡、臣殺
ｍ
其主、小人謀
貴、禍及嗣子
ｎ
、期三年
ｏ
。［巻
8（］
◯166　
客星守
－張
－、
滿三十、有亡國、死王、臣謀逆、小人謀貴、禍及
嗣子、期三年。
［巻
（9］
435　
客星干
ｐ
犯
－軫
－、近
ｑ
期百八十日
ｒ
、遠期
ｓ
一年。 ［巻
8（］
◯167　
客星犯
－軫
－……有兵喪。一曰、邊兵起。 ［巻
（9］
ａ「入」 、大本にはなし。
　
ｂ「間國」 、大本は「門國」 、
恒本は 間國易」に作る。
　
ｃ
 恒本は「埋」に作る。
　
ｄ
 「國疾」 、大本は「國有疾」に作る。
　
ｅ「若」 、大本
にはなし。
　
ｆ
 恒本は「軍」に作る。
　
ｇ
 大本は「奔」
に作る。
　
ｈ 「馬貴」 、 大本は 「牛馬」 に作る。
　
ｉ 「營」 、
大本 はなし。
　
ｊ「軍軍」 、大本は「兵軍」に作る。
　
ｋ
 大本は「主」に作る。
　
ｌ
 大本は「入」に作る。
　
ｍ
「亡臣殺」 、大本は「王臣弑」に作る。
　
ｎ「嗣子」 、大
本は「子嗣」に作る。
　
ｏ
 この一文、恒本にはなし。
　
ｆ「干」 、大本 はなし。
　
ｇ「軫近」 、大本は「軫有兵
喪近」に作る。
　
ｒ「百八十日」 、大本は「半年」に作
る。
　
ｓ「期」 、大本にはなし。
436　
客星出入
－大
角
－、天下亂、兵大起、
臣謀其主、不則天
下ａ
出水、
入城郭、殺人民、期百日。
［巻
8（］
◯168　
客星出
－大角
－……臣謀主、天子出、大水城廓、斯百日。
［巻
（（］
437　
客星干犯
－梗河
－、天子愼邊、四裔不靖
ｂ
。 ［巻
8（］
438　
客星舍
－梗河
－、陰陽不和
ｃ
、天下大風、樹木皆倒。 ［巻
8（］
◯169　
客星舍
－梗河
－……天下大風、拔木。
［巻
（（］
439　
客星出
－織女
－、若入
ｄ
之、
后族爲亂 若誅臣。一曰、
貴女有誅者、
各以五色占
ｅ
。白爲喪、赤爲兵、黑爲
ｆ
水、
黃爲旱、靑爲饑。 ［巻
8（］
◯170　
客星出
－織
女
－……
后族爲
亂、有戮臣。一曰、
貴女有誅者。
［巻
（8］
440　
客星入
－建星
－、有憙福、穀大熟
ｇ
。 ［巻
8（］
◯171　
客星入
－建星
－……君臣不和。 ［巻
（8］
◯172　
客星入
－建星
－……年穀熟。 ［巻
（8］
441　
客ｈ
星出
－建星
－、君不親其大臣、上下相疑、主令不行。 ［巻
8（］
一二〇
・
　
客星出
－建星
－、有兵在外大戦、君臣不和。 ［大本、巻
8（］
⟹169　
客星入留
－左
旗
－中、且宮中奸有女子、潜天子、期五十日。 ［巻
（8］
442　
客星入
－王良
－而ｉ
守之、天下兵起、車騎行、人主憂、將軍有死者、
期三年。 ［巻
8（］
443　
客星入
－五車
－、所守土
ｊ
穀貴。 ［巻
8（］
444　
客星入
－五車
－、犯守之
ｋ
、大人有憂、車騎發用
ｌ
、將軍出令、國易
政、期三年。 ［巻
8（］
445　
客星出
－五諸侯
－、大臣有憂、若執法者有罪。一曰、議臣 黜者。
［巻
8（］
・
　
兵大起、大水入城郭。若有所犯守、各以其所中者占之。 ［大本、巻
8（］
446　
客星入
－太微
－中、火大起、有客賊來入國、
ｍ
十日不去、其災
成。在陽爲男主
ｎ
、在陰爲女主、不出四十日。 ［巻
8（］
447　
客星入
－太
微
－、天下大亂
兵大起、
臣謀其主、不則天下
大水、
入城郭
ｏ
、殺人民
ｐ
。 ［巻
8（］
◯173　
客星出
－太微
－天庭中……兵大起、大水入城郭。若有所犯守 各
以其所中命之。 ［巻
（0］
448　
客星入
－天獄
－、
ｑ
有德令。
［巻
8（］
◯174　
客星入
－天牢
－……有德令。
［巻
（（］
⟹170　
客星入
－天獄
－、有德令。
［巻
（（］
449　
客星出入
－北
斗
－、天下大亂、兵大起、臣
謀ｒ
主、不則天下大水、
入城郭、殺人民、期百日。 ［巻
8（］
ａ「天下」 、大本は「天子」に作る。
　
ｂ「慎邊四裔不
靖」 、大本は「慎胡胡亂中國」 、恒本は「鎮邊中國亂」に作る。
　
ｃ「不和」 、大本は「不合和」に作る。
　
ｄ
「入」 、大本にはなし。
　
ｅ「占」 、大本は「占之」に作
る。
　
ｆ「兵黑爲」 、大本にはなし。
　
ｇ「有憙福穀大
熟」 、大本は「年谷熟」に作る。また、その後に「一曰不親大臣上下相疑主令不行」 「一曰大水橋梁不通 とあり。この一文 大本は巻
8（で引用。
　
ｈ
 恒本は「赤」
に作る
　
ｉ
 大本は「若」に作る。
　
ｊ「所守土」 、大
本は「五」に、恒本は「所守主」に作る。
　
ｋ「犯守
之」 、恒本には無し。
　
ｌ「用」 、大本にはなし。
　
ｍ
 大
本は「三」に作
　
ｎ「主」 、大本にはなし。
　
ｏ「城
郭」 、大本は「城郭渰」に作る。
　
ｐ「民」の後、大本
には「期一月」とあり。
　
ｑ
 大本は「獣」に作る。
　
ｒ

大本は「伐 に作る。
450　
客星出守
－鱉星
－、有白衣之衆聚、若天下有水、水物不成、期百
八十日、遠一年
ａ
。 ［巻
8（］
451　
客星出
－天ｂ
屏
－、輔臣有憂、若人民多疾病、四足畜多死
ａ
。 ［巻
8（］
452　
客星守
－天稷
－、
五穀散出、其歳憂、人民饑。一曰、
守之久、社
稷不安
ａ
。［巻
8（］
『海中占』の輯佚
一二一
◯175　
客星守
－天稷
－、
穀散出、歳凶、人飢。久之、社稷不安。
［巻
（（］
ａ
 これらの文、大本にはなし。
　
ｂ「天」 、恒本にはな
し。
⟹171　
客星守
－輦道
－、賢臣詣執政、不出一年。 ［巻
（8］
⟹172　
客星守陵
－八魁
－、天下賊盗竝起、君甸附不畜。 ［巻
（9］
⟹173　
客星守
－天園
－、急兵内國境相攻。 ［巻
（9］
⟹174　
客星守
－天節
－、三公死、及胡王有死者、不出半周。 ［巻
（9］
妖星占
453　
枉矢類流星、望之有毛目
ａ
、長可一疋布
ｂ
、皎皎著天
ｃ
、見則大兵
起、大將出、弓弩用、期三年。
［巻
8（］
◯176　
枉矢類流星、
之有毛自長可一匹布、皎皎着天、見則天下兵大
起、期三年。
［巻
（（］
・
　
枉矢類流星、望之有毛目、可一
ｄ
疋布、皎皎着天、見則
ｅ
天下兵
大ｆ
起、將出、弓弩用
ｇ
、期三年。
［ 『乙巳占』巻
8］
ａ
 大本は「角」に、恒本は「白」に作る。
　
ｂ「疋布」 、
恒本は「尺有」に作る。
　
ｃ「著天」 、大本は「着天」
に、 者」に作る。
　
ｄ「目可一」 、天本は「白
如」 作る。
　
ｅ「見則」 、天本は「主」に作る。
　
ｆ
「大」 、天本にはなし。
　
ｇ「弓弩用」 、天本にはなし。
⟹175　
旬始犯
－斗
－口旁、三兵起、大將軍呑血、期七十日、其色蒼黑見
則内亂、諸侯悖相攻擊。 ［巻
（（］
彗星占
454　
彗長五
ａ
尺、以至一丈、期三月、若十月。一丈以至三丈、期三
年。三丈以至五丈、期五年。五丈以至十丈
ｂ
、期七年。十丈以
上、期九年。 ［巻
88］
455　
凡ｃ
彗有色、白黑爲男主、赤黃爲女主、皆
ｄ
爲人君、女主死之
ｅ
之
殃ｆ
。 ［巻
88］
456　
彗星入月中、兵大起、有臣欲
弑ｇ
其君者、十二年、大飢。 ［巻
89］
457　
彗星入月中、
星ｈ
無光、
不出其年、亡國。星出
ｉ
、亡國復立。
［巻
89］
◯177　
彗星入月而月無光、
不出期年、國亡。星入而即出、則亡國復
立。
［巻
（］
ａ
 大本は「三」に作る。
　
ｂ「丈以至五丈期五年五丈
以至十丈」 、大本は「尺」に作る。
　
ｃ
 恒本は「見」に
作る。
　
ｄ「皆」 、恒本にはなし。
　
ｅ
 大本は「亡」に
作る。
　
ｆ「殃」の後 大 「又曰彗星所主五星之
變人君敗亡之徴」とあり。
　
ｇ
 大本は「入」に作る。
　　
ｈ「星」 、大本は小字で挿入。
　
ｉ「星出」 、大本は「若
星出之」に作る。
一二二
⟹176　
赤彗星入
－兩角
－、經五十日、其光甚赤如血、其國受兵殃、君臣
相戰、百姓飢死、期二年。 ［巻
（（］
458　
彗星出入
－尾
－、后相貴臣誅、兵起宮門、宮人走出、國易政、期
一年、中二年 遠三年。 ［巻
89］
459　
彗星出
－箕
－、天下大飢、大臣有見棄捐者。
［巻
89］
◯178　
彗孛出
－箕
－……天下多死喪。一曰、夷狄入中國、兵大起、海溢
河决、且有大旱、米貴十倍。 ［巻
（0］
⟹177　
彗星出
－箕
－、五穀大貴、 大旱、人民飢死、不出一年。 ［巻
（7］
460　
彗星出
－牽ａ
牛
－、四夷兵起
ｂ
、邊境爲亂、來侵
ｃ
中國、人主有憂、期
一年、中二年、遠三年。 ［巻
89］
461　
彗星出
－奎
－、有大兵起、四
夷ｄ
來伐中國、郡君出戰、天下大飢、
有水灾、期三年、遠五年
ｅ
。 ［巻
89］
462　
彗星出
ｆ
－婁
－、國有大
ｇ
兵、四時絶祠、有亡
ｈ
國、先旱後水、人民飢
死、五穀大
ｉ
貴、糴無
ｊ
價、期一年、遠二年。 ［巻
89］
⟹178　
彗星出於
－參
－ 東井
－之間、上枉殺伐長吏。 ［巻
（（］
ａ「牽」 、大本にはなし。
　
ｂ「兵起」 、恒本は「兵大起」
に作る。
　
ｃ「爲亂來侵」 、大本は「内亂爲爭戰」に作
る。
　
ｄ「四夷」 、恒本は「羌戎」に作る。
　
ｅ
 この一文、
大本は「甘氏曰」の一文に次いで、 「又曰」として引用。
　
ｆ「彗星出」 、大本は「彗孛出」 作る。
　
ｇ「有大」 、
大本は 臣興 に作
　
ｈ
 恒本は「五」に作る。
　
ｉ「大」 、恒本にはなし。
　
ｊ
 大本は「增」に作る。
463　
彗孛干犯
－梗河
－、天子愼邊防
ａ
亂中國。 ［巻
90］
464　
彗星出
－貫索
－、必有反臣
ｂ
殺君、若有大赦、期百日、遠一年。 ［巻
90］
465　
彗孛出
－附路
－、天下大飢、車騎滿野、道中縱横、人主臨兵、期
三年。 ［巻
90］
466　
彗星
ｃ
出
－南河
－、蠻
ｄ
越兵起、邊域
ｅ
有憂、若闗吏有罪者。 ［巻
90］
467　
彗星守
－南河
－、爲大旱。出
－北河
－、
夷ｆ
爲亂、來侵中國、若守胡
ｇ
軍
敗。又曰、守
－北河
－、爲大水、期不出三年。 ［巻
90］
468　
彗星出
－北斗
－、大臣謀反、兵大起
ｈ
。 ［巻
90］
469　
彗孛守
－北斗
－、強國發兵、大臣爭權、大人有憂 國易其
ｉ
主、天
下不寧、 之三日以上、大臣當誅、期三年、遠五年。 ［巻
90］
⟹179　
彗星出
－紫宮
－、左梓明其邦、春大旱、五穀不下 民飢、貴人賣
衣裳、東西飢、南北疫疾、三兵竝起。 ［巻
（（］
ａ「邊防」 、大本は「胡胡」に、恒本は「寇寇」に作る。
　
ｂ
 大本は「者」に作る。
　
ｃ
 大本は「孛」に作
る。
　
ｄ
 恒本は「呉」に作る。
　
ｅ
 大本は「城」に、
恒本は「賊」に作る。
　
ｆ「北河夷」 、大本は「南河北
夷」とあり、 「南」の右に「ト」の刪除符がある。恒本は「北河羌」に作る。
　
ｇ「守胡」 、大本は「守之胡」
に、恒本は「守邊」に作る。
　
ｈ「起」の後、大本には
『海中占』の輯佚
一二三
「若入北斗魁中大臣誅死若被誅三日乃治春夏期三年秋冬期一年」 、 恒本には 「又曰彗入斗魁大臣死若被誅三日乃占春夏期三年秋冬期一年」とあり。
　
ｉ「其」 、大本
にはなし。
470　
彗孛
ａ
出
－羽林
－、兵起宮中、臣弑其主、大人被甲、有亡國。若守
之三十日、國破主亡、期三年。 ［巻
90］
471　
彗星
ｂ
出
－天倉
－、天下粟出、若守之久、
國ｃ
無儲粮、人民飢、期三
年。 ［巻
90］
472　
彗
星ｂ
守
－野
雞
－、大將
死ｄ
、軍市破、諸侯相攻、有亡國、期
三ｅ
年。
［巻
90］
473　
彗
星ｂ
出
－天
稷
－、歳大飢 五穀不成、人民
流ｆ
亡、社稷不安。 ［巻
90］
ａ「孛」 、大本にはなし。
　
ｂ
 大本は「孛」に作る。
　
ｃ

恒本は 囷 に作る。
　
ｄ「將死」 、大本は「將軍死」
に作る。
　
ｅ
 恒本は「二」に作る。
　
ｆ「流」 、大本に
はなし。
474　
彗星出
－天街
－、内有賊
ａ
人。 ［巻
90］
霧
475　
霧冬以壬癸亥子
ａ
日、氣靑黑色、南行
ｂ
興軍、動衆。 ［巻
101］
ａ
 大本は「丁」に作る。
　
ｂ「南行」 、大本にはなし。
〔その他〕 『墨卿談乗』の引用。他の文献では同様の一文が『海中星占』として引用されることがある。・
　
－天雞星
－動、有赦。 ［ 『墨卿談乗』巻
（（］
注（
（

経典集林本『霊憲』 （百部叢書集成所収（
。
（
（

南宋・王応麟の『漢芸文志考証』や、 『玉海』天文篇、清・孫星衍輯
校『続古文苑』巻二十などに指摘がある。
（
（
 『海中占』に関しては、呂子方「漢代海上占星術」 （ 『中国科学技術論文集』下冊、四川科学技術出版社、一九八四年
（
があり、また拙稿
「 『海中占』関連文献に関する基礎的考察」 （ 『関西大学中国文学会紀要』二〇一三年三月刊行予定（で基礎的な考察を行なった。
（
（

新見寛編、鈴木隆一補『本邦残存典籍による輯佚資料集成
　
続』 （京
都大学人文科学研究所、一九六八年（
（
（

佐々木聡「 『開元占経』の諸抄 と近世以降の伝来について」 （ 日本
中国学会報』第六十四集、二〇 二年（では『開元占経』のテキストを三系統に分類しており、本稿で比較したのはそのうち一系統にすぎないが、他の系統は閲覧が比較的困難であり、また校合が煩瑣にわたるため、これらとの比較は今後の課題としたい。
（
（
 『観象玩占』にある『海中占』の佚文は、大部分が『開元占経』のものと一致する。 『観象玩占』に 「開元占曰」という引用もあり、 『開元占経』の内容も参照していることから、あるいは『海中占』から引用も『開元占経』からの孫引きである可能性もある。しか 二書間の文字の異同は多く、 『観象玩占』所引の『海中占 には現存の『開元占経』に見られない佚文 あるため、本稿では区別して取り上げた。
一二四
Restoration of “Hai-Zhong Zhan”
MAEHARA Ayano
	 This	paper	provides	a	collection	of	 restored	excerpts	 from	an	astrological	
text,	 “Hai-zhong zhan”	 (海中占).	Although	 there	were	many	astrological	 texts	
in	 ancient	 China,	 few	 are	 in	 existence	 today.	 Referring	 to	 an	 anthology	 of	
mantic	words	such	as	“Kaiyuan zhanjing” (開元占経)	 for	restored	excerpts	is	
the	 only	 way	 to	 learn	 the	 content	 of	 these	 books.	 Although	 excerpts	 from	
“Hai-zhong zhan”	 are	 included	 to	 a	 great	 extent	 in	 “Kaiyuan zhanjing”,	
“Guanxiang wanzhan”	 (観象玩占),	 and	 “Tianwen yaolu”	 (天文要録),	 they	
have	only	limited	appearance	in	other	works.	
	 				“A corpus of restored excerpts in existing classic texts in Japan”	(本
邦残存典籍による輯佚資料集成	 続)	 written	 by	 Ryuichi	 Suzuki	 (鈴木隆一)	 and	
edited	 by	 Hiroshi	 Niimi	 (新見寛)	 contains	 restored	 excerpts	 of	 “Hai-zhong 
zhan”	found	in	“Tianwen yaolu”	and	“Tiandi ruixiangzhi”	 (天地瑞祥志).	Yet	
still,	 only	 a	 partial	 picture	 of	 “Hai-zhong zhan”	 was	 available	 because	 no	
previous	 works,	 including	 Niimi’s,	 included	 all	 the	 restored	 excerpts	 of	 this	
text.	 The	 purpose	 of	 this	 paper	 is	 to	 grasp	 the	 full	 picture	 of	 “Hai-zhong 
zhan”	 through	 a	 more	 extensive	 collection	 and	 organization	 of	 its	 restored	
excerpts.
